
出土遺物解説表（第65図）

番号　 器　　 種 法 墓 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調
i 備　 考

棒

2

土　 師　 器

Å 1 3 ．8㈲ 歪 み を もつ 球 形 土 器 で あ る 。 底 部 は 平 底 で， 休 部 外 面 は横 ナ デ ， 胴 部 外 面 は 普 通

B　　 6 ．1 胴 部 は 底 部 か ら連 続 的 に 外 上 方 へ 内 攣 ぎみ へ ラ 削 り後 ， 雑 なへ ラナ デ 整 形
†
砂 粒 ・長 石 ・石 英

C　　 4 ．0 に 立 ち上 が り， 目 線 部 は 頸 部 か ら 外 反 して 内 面 は 全 体 にへ ラナ ヂ 整 形 が 施 に ぷ い 黄 橙 色

立 ち 上 が る 。 さ れ て い る。

棒

3

土　 師　 器

A 1 4 ．5価

B　　 5 ．5

C　 14 ．7

底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る。 休 部 は 底 部 と

の 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 しラ　外 反 ぎみ に 垂 直 に

休 部 内 外 面 お よ び 底 部 内 面 は 横

ナ デ 整 形 。 底 部 外 面 は 多 方 向 か

ら の へ ラ 削 り整 形 が 施 さ れ て い

る 。

普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色

内 面 に 煤 付

着

立 ち上 が る 。

A　 l 4 ．7 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 は 横 位 ま 普 通

ま不

4

土 師　 器

B　　 3 ．8

C　 ユ6 ．0

底 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を有 し9　直 線 的 に 短 た は放 射 状 の へ ラ磨 き調 整 。 底 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・

ス コ リ ア

に ぷ い 橙 色

く内 傾 す る。 部 外 面 は 上 位 で 雑 な へ ラ磨 き，

下 位 は へ ラ 削 り整 形 で あ る 。

A 1 3 ．1個 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 へ ラ 普 通

杯

5

土　 師　 器

B　 3 ．8㈱

C 1 4 ．4（㈲

底 部 との 境 に 稜 を 有 し， 短 く内 傾 して 立 ち

上 が る 。

！

磨 き調 整 。 底 部 外 面 は へ ラ 削 り

整 形 が 施 され て い る 。

細 砂 ・長 石 ・石 英

橙 色

坪

6

土 師　 器

Å 1 3 ．2（衡

B　 3 ．4㈱

r H ．4（㈲

底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 は へ 普 通

か ら器 厚 を 薄 く し， 内 傾 して 立 ち 上 が る 。 ラ磨 き調 整 。 底 部 外 面 は へ ラ 削 砂 粒 ・長 右 ・イf英 ・

て コ リ ア

に ぷ い 黄 橙 色

り 後 ， へ ラ 磨 き調 整 が 施 され て

い る 。

A 1 7 ．4（㈲ 底 部 は 丸 底 状 を 呈 す る もの と思 わ れ ， 体 部 目線 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 は 良 好

隼

7
8　 5 ．2（珂 と 底 部 と の 境 は 不 明 瞭 で ， 底 部 は 深 い 皿 状 へ ラ磨 き調 整 。 外 面 は 多 方 向 か 砂 粒 ・長 石 ・右 薬

土　 師　 器
を呈 す る 。 らの ′＼ラ 削 り整 形 が 施 さ れ て い

る 。

橙 色

A 1 7 ．0㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 へ ラ 普 通

n i
隼 B　 4 ．5㈱ 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を 有 し， 短 く内 傾 し て 磨 き調 整 。 底 部 外 面 は へ ラ 削 り 砂 粒 ・長 右 ・石 英 ・

0
土　 師　 器

C 1 7 ．9個 立 ち上 が る 。 整 形 が 施 され て い る。 ス コ リア

に ぷ い橙 色

器　　 台

9

土 師　 器

B　 9 ．3㈱ 大 型 の 器 台 脚 部 と思 わ れ る 。 脚 部 は や や 脹 脚 部 外 面 は へ ラ 削 り， 裾 部 内 外 普 通

ら み な が ら さ が っ た 後 ， 大 き く開 く 。 面 共 に 横 ナ デ 整 形 で あ る 。 脚 部

内 面 に 輪 積 痕 が 明 瞭 に 残 さ れ て

い る 。

細 砂 ・長 石 ・石 英 ・

礫

浅 黄 橙 色

蓋

1 0

須 恵　 器

B　 3 ．3㈱ 休 部 は 内 攣 ぎ み に 張 り出 し た 後 ， 日 綾 部 で 器 全 体 水 挽 き 成 形 後 ， 回転 横 ナ 良 好

C 15 ．3㈲ 弱 い稜 を 有 し て 連 続 的 に さ が る。 ヂ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 細 砂 ・長 石 ・石 英

灰 色

支　　 脚

1 1

土 製　 品

直 径 3 ．7 c m，現 高 1 1c m の 円 筒 状 を 呈 す る。 側 面 は 指 ナ ヂ 整 形 が 施 され て い

る 。 二 次 焼 成 を 受 け て い る。

良 好

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 褐 色

釘12 鉄製　品
3～4mmの角柱状に作られた釘である。先端部欠損する。

■

第21号住居跡（第58図）

本跡は遺跡の中央部北胤B2d7e B2e7を中心に確認され9第20号住居跡の北上2mに位置し9

第ユ8号住居跡と西側で重複している。本跡の方が新しい。規模は一辺が5．3mの隅丸方形を豊し，

主軸方向はN－5L50－Wである。東壁の一部に撹乱による張り出しがみられ9壁高は30～50cmで9

壁面はゆるやかに外側へ広がりながら立ち上がっている。床は全体に平坦で，硬く踏み固められ

ており，壁下には幅10～13cm，深さ5cmの浅い溝が，ほぼ全体に周回する。ピットは6個確認さ

れ，P3～P6は直径25～43cmの円形を呈し，深さは67～92cmと深く，柱間の距離は2．6mで，主柱
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穴と考えられる0竃南のP7は直径50cmの円形を呈し，深さは67cmである。貯蔵穴ではないかと思

われるが，平面形・深さなどを他の住居跡の貯蔵穴と比較すると，異質のピットであることなど

から貯蔵穴とは決めがたい。

覆土は全体にロームブロック・ローム粒子などを多く含み，色調は黒褐色で柔らかく，レンズ

状の自然堆積の状態を示している。

遺物は，P4周辺から土師器を中心に少量

出土する。P6西側覆土上層から須恵器の器

第66図　第21号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第67図）

台形土器（第67図－15），P－4の北西から球

形土器（第67図－9）が床面上から正位の状

態で出土している。

竃は北東壁中央部に付設され，長さ120

cm・袖幅84cm・焚口部幅38cmで，袖部は黄

灰色の粘土で作られ，前部には凝灰岩を直

方体に加工して埋めて補強をしている。焼

成部は壁を60cmの幅で24cmほど掘り込み，

火床は長径40cmの楕円形を呈している。遺

物は焼成部上層から壷形土器（第67図－1）

が正位の状態で出土している。

番号 器　　 桂 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

B 30 ．9珊 ロ綾 部 は 頸 部 か ら 垂 直 ぎ み に 立 ち 上 が っ た ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

盟 C l l．餌㈲ 後 ， 大 き く外 反 して 開 く。 胴 部 は 底 部 か ら 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・

土 師 器
中 位 で 最 大 に 脹 ら み な が ら 立 ち上 が る 。 れ て い る。 ス コ リ ア

橙 色

2

A 17 ．6㈲ 口 緑 部 か ら胴 部 上 位 の 破 片 で あ る 。 口 綾 部 口 緑 部 内 外 面 は 横 ナ デ 整 形 。 胴 普 通

写E B　 9．4㈲ は 頸 部 か ら大 き く外 反 し て 立 ち上 が る。 胴 部 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ ナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
部 は 頸 部 か ら 大 き く張 り 出 して 内 野 ぎみ に

さ が る。

デ 整 形 が施 さ れ て い る 。 橙 色

3

B　 5 ．6（珂 底 部 の 破 片 で あ る 。 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 胴 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ ヂ 整 形 が 普 通 底 部 に 木 葉

冨E C　　 7 ．5 底 部 よ り 大 き く内 轡 ぎ み に 外 上 方 へ 立 ち上 施 さ れ て い る。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 痕 有 り。

土 師 器
が る。 ス コ リ ア

橙 色

4

小 型 袈
A　 12 ．1 底 部 の み を 欠 損 す る 無 で あ る。 □ 綾 部 は 短 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 梼 ナ デ 整 形 。 普 通

B ll ．q 珂 く外 反 して 立 ち 上 が り． 胴 部 は 頸 部 か ら 張 胴 部 外 面 は へ ラ削 り， 内 面 は へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
リ 出 し， 胴 部 最 大 径 に 至 る 。 ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 明 黄 褐 色

5

甑
A 19 ，7（彿 口綾 部 は 頸 部 か ら直 線 的 に 外 側 へ 開 い て 立 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 梼 ナ デ 整 形 。 普 通

B　 9 ．制動 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か らや や 脹 ら み を も 胴 部 内 外 面 共 にへ ラ ナ デ 整 形 が 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
ち な か ら 内傾 し て さ か る 。 施 さ れ て い る。 橙 色

6

甑
A　 24 ．2 口 綾 部 は 頸 部 か ら短 く外 反 し て 立 ち上 が る。 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 検 ナ デ 整 形 。 普 通

B　 16 ．8 胴 部 は 頸 部 か らや や 脹 らみ を も ち な が ら 内 胴 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
C　　 7 ．1 傾 して さ が る 。 施 され て い る 。 に ぷ い橙 色
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出土遺物解説表（第67図）

番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成灘 土 か色可 備　 考

7

甑
B　9 ．2㈱ 胴 部下 位 の土器 であ る。胴 部 は上位 よ りや 胴部 外面 はへ ラ削 生　 内面は〈＼ 普通

C　8 ．8㈲

i

や 脹 らみ を もちなが ら内傾 してさが る。 ラナ デ整 形が施 されて いる。 砂粒 ・長有

土　師　 器
石英 ・ス コ リア

にぷ い橙 色

8

魂

土 師　器

A ll ．5（㈲

B　5 ．5㈱

ロ綾部 は頸部 か らやや 外反 ぎみ に立 ち上 が ロ綾部 外面 か ら内 面全体 にかけ 普通

り胴部 は頸部 か らやや 脹 らみ をもちなが ら て横ナ デ整 形が施 されて いる。

胴 部外 面は磨 滅の ため不明 。
砂粒 ・長 有 ・右 奥

にぷ い橙 色

内傾 して さが る。

9

杯

土　師　 器

A　 15 ．8

B　　 5 ．4

C　 12 ．1

底部 は丸 底で浅 い皿状 を呈す る。休 部は底

部 との境 に明瞭 な稜 を有 し， 大 き く外反 し

て立 ち上 が る。

日経部 外面か ら内面全 体にか け

てへ ラ磨 き調整 。胴部 外面 は磨

滅 がは げ しいため不 明。

普 通

細 砂 ・長 有

石 英 ・スコ リア

明赤褐 色 ・

10

隼
A 14 ．3㈲ 底 部 は丸底 でやや 深い皿状 を呈 す るもの と 休部 外面 は横ナ デ，底部 外面 は 普通

B　4 ．5㈱ 思わ れる。休 部 は底 部 との境に稜 を有 し， へ ラ削 り整形。 内面はへ ラ磨 き 細砂 ・長有 ・石英

土 師　 器
外反 して立 ち上が る。 調整 が施 されて いる。 てコ リア ・雲母

明赤褐 色

11

棒

土　 師　器

8　4 ．2（勒

C　 lO ．各

底 部は 丸底 で浅い皿 状 を呈 す る。休 部 は底 目線部 内外 面お よび底部 内面は 良好

部 との境 に 明瞭を稜 を有 し， 大 き く外反 し

て 立 ち上 が る。

へ ラ磨 き調 整。底部 外面 はへ ラ

削 り整 形が施 され てい る。 細砂 ・長 石 ・有 英

i
明赤褐 色

12

高　　 塀
A 15 ．′0㈲ 高塚 の受 部 である。受部 は脚 部か ら大 き く 受 都全体 にへ ラ磨 き調 整が施 さ 良 好

B　4 ．7㈱ 外上 方へ 聞 いた後， 日録 部か ら直線 的に 外 れ てい る。 砂粒 ・長有

土　師　 器
側へ 開 いて立 ち上 が る。 石 英 もスコ リア ；

［橙 色　　　 i

1。！

⊥J i

高 可

摘 可

雲説

i

高塚 の脚部 で ある。脚部 は器厚 を薄 くして

受 部 か らやや 開 きぎみに さが った後， 裾部

脚部 外面 は縦位 のへ ラナデ， 内

面 はへ ラナデ整形 であ る。裾部

ヨ普通　　　 i

T，一、、レ∴ 汁 で」で大 き く開 く。 は 内外面共 に横ナ デ整形 が施 さ 研 … 軸 咄 当

れて い る。 にぷ い橙 色

14

蓋 ン
B　4 ．3㈱ 休 部は 大 き く開 きなが らさが った後， ロ緑 器全体 水挽 き成形 が行われ た後， 良好　　 ！

C 13 ．9㈲ 部 で丸 味 をもって垂 直 ぎみ に さが る。 日経郡 は 回転 横ナ デ，休部 外面 細砂 ・長 有粒

須 恵 器
ほへ ラ使 用 の回転横 ナヂ整 形が

施 され てい る。

石 英粒 ・礫

灰 色

15

器　　 台
B　7 ．8㈱ 小 型器 台の脚 部であ る と思 われ る土器 であ 脚 部外面 上位 はカ キ臼状工具 に 良好　　　　　　　 自然粕 と思

C　　 8．1 る。脚 部は受 部か ら僅かに開きながら中位 ま よる回転 横ナ デ， 内面お よび裾 細 砂 ・長 石粒

石 英粒

わ れ る黄褐
色 の斑点 が
裾部 に 多 く須　 恵 器

できかった後や や大 き く開 き，裾部 は垂 直に 部 内外面 共に横 ナデ整 形が施 さ
さが る。また，菱形 の孔 を全体 に3個有 す る。 れ てい る。 オ リー ブ黒色　　 見 られ る。

16

釘

鉄 製　 品

3 ～ 4 mm の角柱状 に作 られ た釘で， 先端部

が曲 が ってい る。

第22号住居跡（第68図）

本跡は遺跡の中央乳　B2eo◎B2foを中心に確認され，第20号住居跡の東1mに位置しサ　北

東コーナー部で第27号住屠跡と接し9　南東部で第23号住居跡と重複している。本住居跡の方が新

しい遺構である。規模は長軸5．85m e短軸5諸5mの方形を里し，主軸方向はN－30ぷ－Wである。

壁高は30～40cmで，垂直に近い角度で立ち上がっている。床は全体に平坦で9硬く踏み固められ，

また9　壁下には幅10－12cm，深さ10cmのやや深い溝がほぼ全体に周回する。ピットは6個確認さ

れ9　そのうちPトP4は長径35～45cmの不整円形状を呈し，深さはPl～P3の3本が102～115cm

で9P4はやや浅く86cmである。いずれも主柱穴と考えられる。柱間の距離は南北が3．7m普東西が

3．5mである。なお、P2の西側には補強したと思われるピットが確認された。また，P6は竃東側
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に存在し，長径85cm・短径45cmの楕円形を里し，深さは60cmで，貯蔵穴に使用したものと思われ

る。P5は南東壁中央部に作られた直径135cm・幅15cmの半円の土手状に築かれた内側に掘られ，

直径45cmの円形状を呈し，深さは40cmである。覆土は柔らかく，貯蔵穴か，入口的施設に使用さ

れたピットと思われる。

覆土の色調は黒褐色・暗褐色・褐色を呈し，上層にはローム粒子・ロームブロック，下層には

娩土粒子・焼土ブロックなどを含む柔らかい覆土で，自然堆積の状態を示している。

遺物は，竜周辺から土師器を少量出土する。P6東側から正位の状態で婆形土器（第69図－3），

竃西側から堵形土器（第69図－7），中央部南東から杯形土器（第69図－6）が完形の状態で出土

している。

竃は北西壁中央部に付設されていたが，保存状態が悪く，袖部の一部を確認したにとどまる。

出土遣物解説表（第69図）

番号 器　　 瞳 法皇 （crn ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

1

蛮
A 20 ．2（衡 ロ緑部 は頸部 か ら垂 直 ぎみ に立 ち上が った ロ緑部 内外 面共 に樵ナデ， 胴部 普通

B 12 ．4㈱ 後 ，大 き く外反 して開 く。 胴部 は頸部か ら 内外面 共にへ ラナ デ整形 が施 さ 砂粒 ・長石 ・石英

にぷ い黄橙 色
土 師 器

や や脹 らみ を もってさが る。 れて いる。

2

長　　 褒
A 16 ．q 御 口 綾部 は頸部 か ら垂 直的に 立 ち上 が った後， □綾部 内外 両共 に横ナデ， 胴部 普通

B ll ．欄 大 き く外反 して開 く。胴部 は頸部 か ら直線 外面 は縦位 のへ ラ削 り， 内面へ
砂粒 ・長石 ・石英

にぷ い橙 色
土 師 器

的 に外下 方へ さが る。 ラナ デ整形 が施 されて いる。

3

褒
A　 lO ．3 底 部 は 平底 で胴部は底 部か らゆ るやか に内 ロ緑部 内面 は横ナ デ，胴部 内面 普通

B　 ll ．8 増 し なが ら外側 へ開 いて立 ち上が った後 ，
胴 部最 大径部 か らやや 内傾 して l頸 部に至 る。

はへ ラナ デ， 外面下 位 はへ ラ削

整形 ・あ る　 底部 は 多方向か
砂粒 ・長石 ・石英

土 師 器 C　　 6 ．8 口 織 部 は頸部 との境 に稜 を有 し， 短 く内偵

す る。
り　　 ノて　 。　 P　　　　 P

ら のへ ラ削 りが施 され ている。

にぷ い橙色

4

1不
A　 12 ．7 底 部 は 丸底 で皿状 を呈す る。休部 ま底部 と 休 部 内外面 共に横 ナデ， 底部外 普通

B　　 5 ．3 の 境 に 明瞭 な稜 を有 し， 中位 で僅 かな脹 ら 面は横 位のへ ラ削 り整形 。内面
砂粒 ・長石 ・石英

灰褐 色土 師 器
C　 14 ．5 み を もって短 く内傾 して立 ち上が る。 はへ ラ磨 き調 整が施 され てい る。

‾‾＿妾：：、
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第69図　第22号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物解説表（第67図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

5

杯
A 1 4 ．5㈲ 底 部 な 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 し て い た と思 わ 休 部 内 外 面 お よ び 底 部 内 面 は 横 普 通

砂 粒 ・長 石

石 英 ・ス コ リ ア

B　 4 ．2㈱ れ る。 休 部 は 底 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し ナ デ 整 形 ， 底 部 外 面 は へ ラ 削 り

土　 師　 器
中 位 で 僅 か な 脹 ら み を も っ て 短 く内 傾 して 整 形 が 施 さ れ て い る。

立 ち 上 が る。 に ぷ い 褐 色

6

棒
A　 1 2 ．7 底 部 は 丸 底 でや や 深 い 皿 状 を呈 す る。 器 厚 日 録 部 内 外 面 共 に 横 ナ ヂ 整 形 。 普 通

B　　 5 ．2 は 立 ち上 が る に した が っ て 薄 く な 生　 体 部 底 部 内 外 面 共 に へ ラ磨 き調 整 が
細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
C　 1 4 ．0 は 底 部 と の 境 に稜 を有 し， 直 線 的 に 内 傾 し 施 され て い る 。

て 立 ち 上 が る。 に ぷ い 黄 橙 色

7

杯
A　 1 3 ．3 底 部 は 丸 底 で 深 い 皿 状 を 呈 す る 。 器 厚 は 立 日 経 部 内 外 面 共 に 横 ナ ヂ 整 形 。 普 通

細 砂 ・長 石 ・石 英
B　　 5 ．1 ち上 が る に した が っ て 厚 くす る 。 休 部 は 底 底 部 外 面 は 雑 なへ ラ磨 き 調 整 ，

土　 師　 器
C　 1 4 ．4 部 か ら 直 線 的 に 短 く内 傾 して 立 ち 上 が る。 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 され て

い る 。 に ぷ い 黄 橙 色

8

隼
A 1 4 ．9㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を呈 す る もの と 思 わ 目 線 部 内 外 面 か ら底 部 内 面 は 横 普 通

B　　 4 ．7 れ る 。 休 部 は 底 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を 有 し ナ デ 整 形 。 底 部 外 面 は へ ラ 削 り 砂 粒 ・長 石

土　 師　 器
C　 1 5 ．1 中位 に 僅 か に 脹 らみ を も ち， 内 傾 して 立 ち 後 ， へ ラ ナ デ 整 形 が 施 され て い 石 英 ・ス コ リア

上 が る。 る 。 に ぷ い橙 色

9

蓋
B　 3 ．0㈱ 肩 部 は ほ ぼ 水 平 に 開 き， 休 部 は ゆ る や か に 器 全 体 水 挽 き成 形 後 ， 肩 部 は 回 良 好

外 側 へ 内 攣 して さ が る。 転 へ ラ 削 生　 そ の 他 内 外 面 共 に 細 砂 ・長 石 粒

須　 恵　 器
回 転 横 ナ デ 整 形 が 施 され て いる。 石 英 粒

灰 色

第23号住居跡（第68図）

本跡は遺跡の中央部やや東軌　B3ele B3flを中心に確認され，西側で第22号住屠軋東側

で第26号住居跡と重複している。新旧関係は第26号住居跡よりは新しく9第22号住居跡より古い。

規模は長軸5・2mも短軸5・1mの方形を里し9主軸方向はN－370－Wである。壁高は25～30cmで，

第22号住居跡よりもやや浅く構築され，壁面は直線的に外側へ広がりながら立ち上がっており，

壁下の一部には幅7～10cm，深さ8cmの小さな溝が周回している。床は全体に平坦で，硬く踏み

固められている。ピットは5個確認され9P7～PlOは直径約30cmの円形状を里し，深さは49～59

cmでやや浅く掘られている。柱間の距離は一辺が3mで，いずれのピットも主柱穴である。Pn

は南側壁下中央部に作られた「rヽ」形の高さ3cm，幅30～55cmの土手状の高まりをめぐらした施

設の内側に掘られ，平面形は長径80cme短径60cmの楕円形を里し，深さは39cmで覆土は柔らかい。

貯蔵穴として使用されたピットではないかと思われる。またPllに類似したピットは第5。8◎

11号住居跡から検出されている。

覆土は第22号住居跡に大部分が切られているため，残された上層より観察すると，全体にロー

ム粒子eロームブロックを含み，柔らかい。色調は暗褐色を里し9　自然堆積の状態を示してい

る。

遺物は，土師器の破片を東側から少量出土する。東側床面直上から半完形品の墳形土器（第70

図－4）が潰れた状態で，南壁中央部のベルト状の上から棒形土器（第70図－6）が出土してい

る。

竃は本跡が第22号住居跡によって切られているためか，確認することはできなかった。
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第70図　第23号住居跡出土遺物実測回

出土遺物解説表（第70区l）

番号 器　　 種 法 皇 （c m ） 器　　 形 ．の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 娩 戌 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

小 型 壷
A 12 ．叫勒 底 部 は 丸 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら 連 続 的 ロ 綾 部 内 外 面 か ら胴 部 外 面 全 体 普 通

B　 7 ．瑚 に 大 き く外 側 へ 開 き な が ら 内轡 して立 ち上 が は へ ラ磨 き調 整 。 そ の 他 内 面 全
砂 粒 ・長 石 こ石 英

土 師　 器
I）， 胴 部 最 大 径 か ら 内傾 す る 。 口綾 部 は 頸 体 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 され て い

部 か ら垂 直 ぎみ に 立 ち上 が る 。 る。 に ぷ い 赤 褐 色

2

′ト 型 壷
B 6 ．4 ㈲ 底 部 ま平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら 外 側 へ 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 ， 外 面 は へ 普 通 内 外 面 朱 塗

C　　 4 ．9 開 き な が ら 内 轡 して 胴 部 最 大 径 に 至 っ た 後 ラ 削 り後 ， 雑 な へ ラ ナ デ 整 形 が
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 赤 褐 色

リ

土 師　 器
内 偵 して 立 ち 上 が る 。 胴 部 最 大 径 は 中 位 よ

り上 に 有 す る 。

施 さ れ て い る 。

3

B　 2 ，瑚 壷 形 土 器 の 底 部 で あ る 。 底 部 ま平 底 で ． 胴 胴 部 外 面 か ら底 部 に か け て へ ラ 普 通

雲E C　　 8 ．1 部は 大 き く直 線 的 に 外 側 へ 開 き な が ら 立 ち 削 り整 形 。 内 面 全 体 は へ ラ ナ デ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師　 器
上 が る 。 整 形 が 施 さ れ て い る 。 黒 褐 色　 （外 ）

に ぷ い褐 色 （内 ）

4

鳩
A 14 ．欄 底 部 は 丸 底 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら連 続 的 底 部 は 多 方 向 か ら のへ ラ削 り， 普 通 内 外 面 朱 塗

B　　 5 ．7 に 大 き く開 い て 立 ち上 か っ・た 後 ， 脹 ら み を そ の 他 器 全 体 共 に へ ラ 磨 き調 整
砂 粒 ・長 石 ・石 英

明 赤 褐 色

り

土 師 器
も っ て 垂 直 に 立 ち 上 が る 。 ロ 綾 部 は 外 反 し

て 立 ち 上 が る。

が 施 さ れ て い る 。

5

塙

土 師 暮

A 15 ．2㈲ 碗 形 土 器 の ロ綾 部 片 と 思 わ れ る 。 日 録 部 ま 磨 滅 の た め 不 明 。 普 通 内 外 面 朱 塗

B　 2 ．珊 頸 部 か ら 直 線 的 に 外 側 へ 開 い て 立 ち 上 が る。
細 砂 ・長 石 ・石 英

赤 褐 色

リ

6

量不
A　 13 ．0 底 部 と 休 部 との 区別 が な く， 底 部 か ら器 厚 底 部 は へ ラ 削 り， 内 面 全 体 と 外 普 通 内 外 面 朱 塗

8　　 5 ，1 をや や 薄 く して 内轡 ぎみ に 大 き く開 い た 後 ， 部 中 位 ま で は へ ラ磨 き調 整 が 施 細 砂 ・長 石 り

土 師 器
C　 1 3 ．3 小 さ く立 ち上 が る。 さ れ て い る 。 石 英 ・ス コ リア

赤 色

7

鳩

土 師 器

A　 14 ．9 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 か 磨 滅 が は げ しい ため 不 明 。 普 通 内 外 面 朱 塗

B　　 6 ．0 ら や や 外 反 ぎ み に 外 側 へ 開 き なが ら立 ち 上
砂 粒 ・長 石 ・石 英

明 赤 褐 色

リ， 外 面 は

が る。 一 部 に 碓 認

す る 。

8

．嶋

土 師 器

A 1 3 ．謀都 口 緑 部 の 破 片 で あ る。 ロ 緑 部 は 頸 部 か ら ゆ 口 緑 部 内 外 面 お よび 胴 部 外 面 は 良 好 内 外 面 朱 塗

B　 3 ．珊 るや か に 立 ち上 が っ た 後 ， 外 反 し て 開 く。 丁 寧 な へ ラ ナ デ ， 胴 部 内 面 は へ

ラ ナ デ 整 形 が 施 され て い る。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

明 赤 褐 色

り
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出土遺物解説表（第70図）

番号 器　　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

9

隼
A 1 3 ．欄 ロ綾 部 の 破 片 で あ る。 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 磨 滅 の た め 不 明 。 普 通

B　 4 ．2㈲ 呈 し て い た と思 わ れ る 。 休 部 は 鞍 部 か ら 短 細 砂 ・長 石

土 師 器
く内傾 し て 立 ち 上 が る 。 石 英 ・ス コ リ ア

浅 黄 鐙 色

10

坪

土 師 器

A 1 2 ．q 御 底 部 は 非 常 に 浅 い 皿 状 を呈 す る と思 わ れ 体 器 全 体 は へ ラ 磨 き調 整 が 施 さ れ 普 通
内 外 面 朱 塗

B　 2 ．7（珂 部 は 底 部 か ら 垂 直 に 立 ち上 が る 。 て い る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

明 赤 褐 色

り

1 1

坪 A　 l l ．6 休 部 の 破 片 で あ る 。 休 部 は 底 部 か ら 垂 直 に
器 全 体 は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ 普 通 内 外 面 朱 塗

り

土 師 器
B　　 2 ．6 立 ち上 が る 。 て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

明 赤 褐 色

1 2

支　　 脚

土 製 晶

円 錐 状 に 作 られ た 支 脚 で ， 下 部 が 欠 損 し て

い る 。

指 ナ デ 整 形 で あ る 。 普 通
細 砂 ・長 石 ・

石 英 ・礫
赤 褐 色

第24号住居跡（第72図）

本跡は遺跡のやや東側，B2bg・B2C9を中心に確認され，第29号住居跡と南側で重複する。

本跡の方が古い。規模は長軸5．7m・短軸4．95mの隅丸長方形を呈し，主軸方向はN－410－Wで

ある。壁高は47cmほどで，第29号住居跡よりも約20cm浅く構築され，壁面はほぼ垂直に立ち上がっ

ている。壁下には幅12－18cm，深さ3－5cmの浅い溝が全体に周回している。床は，残された床

面を観察すると，全体に平坦で，硬く踏み固められている。ピットは3個確認され，いずれのピッ

トも直径約25cmの円形を呈し，深さは53－63cmでやや深く，柱間の距離は南側が2．3m・東西が3．1

mである。

覆土は第29号住居跡によって大部分が切られているため不明の点が多いが，残された部分から

7②　†

A－　21．4m　　　　　　－A’

第71図　第24号住居跡竃実測図

－205－

判断して，上層は黒褐色の土が厚く堆積し，

中層から下層は暗褐色・黒褐色の土が自然

流入の状態で堆積していたものと考えられ

る。

遺物は非常に少なく，竃東側床面上から

塔形土器が正位の状態（第73図一4）や潰

れた状態（第73図－5）で出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ75cm・

袖幅85cm・焚口部幅50cmで，袖部は黄灰色

の粘土で構築されている。焼成部は壁を50

cmの幅で約15cm掘り込み，内部からは暗赤

褐色の焼土が多量検出された。
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第72図　第24号住居跡実測図
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第73図　第24号住居跡出土遣物実測図

出土遺物解説表（第73区l）

『

巨二一一一一qCH　→

番号 器　　 種 法量（cfn） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1

要
A ll．2個 無形土器のロ緑部から胴部にかけての破片 口綾部外面は株ナデ，内面全体 普通

B　7．0（恥 である。ロ綾部は頸部から短く内傾して立 はヘラナデ整形が施されている。
砂粒・長石・石英

にぷい橙色
土 師 器

ち上がる。胴部は頸部からやや脹らみなが

らさがる。

胴部外面は磨滅のため不明。

2

褒

土　師器

A 18．試衡 蛮形土器の口綾部片である。ロ緑部は頸部 外面はへラ削り，内面は横ナデ 普通

B　5．1㈲ から短く内偵した後，大きく外反して立ち

上がる。

整形が施されている。
砂粒・長石・石英

にぷい橙色

3

袈

土 師　器

A 13．2（衡 褒形土器の口綾部片である。口緑部は頸部 内外面共に横ナデ整形が施され 普通

B　3．瑚 からやや内傾して立ち上がった後，口辺部

で大きく外反して立ち上がる。

ている。
砂粒・長石・石英

にぷい橙色

4

坪
A　 13．2 底部は丸底で深い皿状を呈す。体鮎は底部 内面全体と底部外面中位までへ 普通 内外面朱塗

B　　 5．5 との境が不明瞭であるが，底部からやや内 ラ磨き調整。底部外面下位はへ
砂粒・長石・石英

明赤褐色

リ

土師　器
轡ぎみに立ち上がる。 ラ削り整形が施されている。

5

ま不

土 師　器

A 12．欄 底部は丸底で深い皿状を呈する。休部は底 器全体共にへラ磨き調整が施さ 普通 内外面朱塗

B　　 4．8 部から連続的に立ち上がる。 れている。
砂粒・長石・石英

明赤褐色

り

6

坪

土師　器

A 13．割御 底部は丸底で皿状を呈するものと思われる。器全体共にへラ磨き調整が施さ 普通 内外面朱塗

B　3．珊 休部は底部からやや内偵し，短く立ち上が

る。

れている。
砂粒・長石・石英

赤褐色

l）

7

坪
A 12．1㈲ 底部は丸底でやや深い皿状を呈するものと 休部内外面共に横ナデ，底部内 普通

B　3．3（恥 思われる。休部は底部から内偵して立ち上 外面共にへラ削り整形が施され
砂粒・長石・石英

にぷい黄橙色
土 師　器

がる。 ている。

8

杯
A ユ5，割衡 底部は丸底で皿状を呈するものと思われる。休部内外面共に横ナデ．底部外 普通

B　5．珊 休部は底部との垣に明瞭な稜を有し，短く 面はへラナデ整形が施されてい

る。

砂粒・長石

土師　器
内傾した後，やや外側へ開いて長く立ち上

がる。

石英・スコリア

灰褐色

9

坪

土 師　器

A ll．3（鞠 休部は底部との境に明瞭な稜を有し，直線 休部内外面共にへラ磨き調整が 良好

B　3．4用）的に立ち上がった後，口辺部でやや内傾す

る。

砲されている。
細砂・右英

にぷい赤褐色

ー207－
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第74図　第25・28号住居跡実測図



第25号住屠跡（第74図）

本跡は住居跡が密集しているB3e2を中心に確認され，北側で第26号住居跡と9　南側で第28号

住居跡と，住居跡の中央部では第5号土壌とそれぞれ重複している。新旧関係は第26号住居跡お

よび第5号土壌より新しく，第28号住居跡より古い。規模は3．1×＝血の方形を呈していたと考え

られ，主軸方向はN－370－Wである。壁高は25cmで，第28号住居跡よりも約25cm浅く構築されて

いる。壁高はゆるやかに外側へ広がl）ながら立ち上がっておI主　床は平坦で，硬く踏み固められ

ている。ピットは招固のみ確認し，直径25cmの円形を里し9　深さは40cmである。

覆土は残された土層から観察すると9　上層から下層にかけて黒褐色の色調を里し9　全体にロー

ム粒子◎ロームブロック◎焼土粒子を含んでいる。自然堆積の状態を示している。

遺物は住居跡の中央部から土師器の破片を少量出土したのみである。また竃は確認することが

できなかった。

出土遺物解説表（第75図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

婆

土　 師　 器

A 2 3 ．4㈱ ロ緑 部 の 破 片 で あ る。 口 緑 部 は 頸 部 か ら 短 目 線 部 内 外 面 は 横 ナ デ ， 胴 部 外 普 通

B　 4 ．9㈱ く 内偵 し た 後 ， 大 き く外 反 し て 立 ち 上 が る。 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い

る 。

砂 粒 ・長 石

石 英 ・礫

橙 色

2

療

土　 師　 器

A 1 9 ．3㈲ 目 線 部 の 破 片 で あ る 。 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら 内 日経 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 が 普 通

B　 3 ．6㈱ 傾 し た 後 ， 大 き く外 反 し て 立 ち 上 が る 。 施 さ れ て い る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

浅 黄 橙 色

3

飯
A 2 3 ．8㈲ 目 線 部 の 破 片 で あ る 。 目線 部 は 頸 部 か ら器 日 録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 が 普 通

B　 4 ．2㈱ 厚 を 薄 く しな が ら大 き く外 反 し て 立 ち上 が 施 され て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
る 。 灰 褐 色 （外 ）

橙 色 （内 ）

4

慈

土　 師　 器

B　 2 ．4㈱ 底 部 の 破 片 で あ る 。 底 部 は 平 底 で あ り， 胴 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 砲 さ 普 通

C　　 6 ．9 部 は 底 部 か ら大 き く開 い て 外 上 方 へ 立 ち上

が る 。

れ て い る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

灰 黄 褐 色

ヽ

H

′

第75図　第25号住居跡出土遺物実測図
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第27号住居跡（第2図）

本跡は遺跡の中央やや東側，B2cl・B2dlを中心に確認され　南側で第26号住居跡，北西部

で第29号住居跡と重複する。新旧関係は第26号住居跡よりも新しく，第29号住居跡よりは古い。

規模は長軸4．6m・短軸4．55mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN，110－Wである。壁高は52cmで，

第29号住居跡よりも約15cmほど浅く構築され，壁面は直線的に外側へ広がりながら立ち上がって

いる。壁下には幅7～9cm，深さ5cmの小さな溝が全体に周回している。ピットは6個確認され，

Pl～P4は直径26～35cmの円形を呈し，深さはやや浅く34－56cmである。柱間の距離は2．4mで，

いずれも主柱穴と考えられる。P5は南側のP3・P4の中間点のやや壁側から検出され，深さは22

cmとやや浅い。入口的施設に使用されたピットかと思われる。P6は南西部コーナーから確認され，

長径120cm・短径55cmの楕円形を呈し，深さは58cmである。覆土は黒褐色で柔らかく，貯蔵穴と思

われる。遺物は上層から要形土器（第77図－2）が出土している。

覆土は上層に黒色の土が厚く堆積し，中層～下層にかけてローム粒子・焼土粒子・炭化材を含

む黒褐色の柔らかい土が自然流入の状態で堆積している。

11一

∵　¢

A－　21‘4m

遺物は土師器の破片が南西部の覆

土上層から下層にかけてやや多く出

土する。北東コーナー床面上から棒

形土器（第77図一10）などが出土し

ている。

ーA’　　竃は北北西壁中央部に付設され，

第76図　第27号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第77図）

長さ100cm・袖幅88cm・焚口部幅30cm

で，袖部は黄灰色の粘土で構築され

ている。焼成部は壁を50cmほど掘り

込み，火床は長径38cInの楕円形を呈

し，床を3cm掘り凹めている。遺物

は焼成部から聾形土器の胴部片を出

土したのみである。

番号 器　　 捜 法 皇（cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

l

袈
A 19 ．親衛 ロ綾部 は頸部 か ら 「く」 字状 に立 ち上 が ）， ロ緑部 内外 面共に横 ナデ， 胴部 良好

8　6．7㈲ 口辺部 で稜 を有 してや や 内傾す る。 胴部は 内外面 共にへ アナ デ整形 が施 さ 砂粒 ・長石 ・石英

橙色土 師　 器
頸部か ら直線 的に 外側へ 開 きなが らさが る。 れて いる。

ー210－
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第77図　第27号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第77図）

番 号 器　　 種 法 皇 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

2

褒

土 師 器

B 17 ．瑚 胴 部 の 破 片 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら や や 脹 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 は ヘ ラナ 普 通

らみ を も ち な が ら外 上 方 へ 立 ち 上 が る。 デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石

石 英 ・礫

・に ぷ い橙 色

3

袈

土 師 器

B　 8 ．珊 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら器 厚 を 底 部 は ヘ ラ削 り． 胴 部 内 外 面 共 普 通
C　 6 ．9 薄 く し な が ら 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち上 が る。 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る。 砂 粒 ・長 石

石 英 ・礫

灰 褐 色

4

袈

土 師 器

B　 9 ．2（勒 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら 内 題 ぎ 胴 部 内 外 面 共 に ヘ ラナ デ 整 形 が 普 通
C　 7 ．環視 み に 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 施 さ れ て い る。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

灰 褐 色 （外 ）

橙 色 （内 ）

－211－



出土遺物解説表（第77図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

5

髄

土 師　 器

B　 6 ．9（職 甑 の 胴 下 半 の 土 器 片 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か 胴 部 内 外 面 共 に へ ラ 削 り後 ， へ 普 通

C　 6 ．5㈲ ら 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち上 が る。 ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石

石 英 ・ス コ リア

に ぷ い褐 色

6

高　　 棒
A 1 5 ．9㈲ 高 年 の 受 部 で あ る。 受 部 は 脚 部 か ら 内 攣 ぎ 磨 滅 が は げ し く不 明 。 普 通 内 面 の一 部

B　 6 ．1㈱ み に 外 側 へ 開 き な が ら 立 ち上 が っ た 後 ， 稜 砂 粒 ・長 石 よ り朱 塗 り

土　 師　 器
C 1 2 ．9㈲ を 有 し て 外 反 して 立 ち 上 が る 。 石 英 ・ス コ リア

明 赤 褐 色

が 認 め られ

る 。

7

杯
A 1 5 ．5（⑨ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 休 部 外 面 は へ ラ に よ る 横 ナ デ ， 良 好

B　　 5 ．2 h 部 との 境 に 稜 を 有 し， 長 く外 反 し て 立 ち上 底 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， へ ラ ナ 砂 粒 ・長 石

土 師　 器
C　 1 2 ．0 が る 。 ヂ 整 形 。 内 面 全 体 はへ ラ 磨 き 調

整 が 施 さ れ て い る 。

石 英 ・ス コ リア

橙 色

8

隼
A 1 3 ．9㈱ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 休 部 外 面 か ら 内 部 全 体 に か け て 普 通

B　 4 ．3㈱ 部 と の 境 に 弱 い稜 を有 し9　直 線 的 に 外 上 方 へ ラ 磨 き 調 整 。 底 部 外 面 は 雑 な 細 砂 ・長 石

土 師 器
C 1 3 ．3（衛 へ 立 ち 上 が る 。 へ ラ 磨 き が 施 さ れ て い る 。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 褐 色

9

隼
A l O ．8㈲ 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 と 休 部 内 外 面 は 横 ナ デ ， 底 部 外 面 普 通 内 外 面 朱 塗

B　 4 ．1㈱ の 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， 直 線 的 に 外 上 方 へ は へ ラナ デ ， 内 面 は 雑 な へ ラ ナ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 赤 褐 色

り

土 師　 器
C l O ．1㈲ 立 ち上 が る 。 デ 整 形 が 施 され て い る 。

10

埠

土 師 器

A　 1 3 ．5 底 部 は 丸 底 で や や 深 い 皿 状 を呈 す る。 休 部 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 良 好

B　　 5 ．1 は 底 部 か らや や 内攣 して 立 ち 上 が る。 面 は 多 方 向 か ら の へ ラ 削 り整 形 。

内 面 は へ ラ 磨 き調 整 が 施 さ れ て

い る 。

砂 粒 ・長 石 ・右 英

明 赤 褐 色

ili砥　　石
石製品i
i
i i

i
i l

！

第28号住居跡（第74図）

本跡は住居跡の密集しているB3e3e B3f3を中心に確認され，第23号住居跡の東0。2mに位

置し，北側で第25号住居跡と重複している。新旧関係は本跡の方が新しい。規模は本跡が調査区

域外へ延びているため，南北の壁の長さは不明である。東西は長さ6．8mの大型の住居跡で，主軸

方向はN－33．50－Wである。壁高は約50cmでやや浅く9壁面はほぼ垂直に立ち上がっている。床

は全体に平坦で，硬く踏み固められており，壁下には幅7～8cm，深さ5cmの小さな溝が周回し

ている。また，ピットは5個確認され9　P2e P3は直径30cmの円形を里し，深さは63～87cmであ

る。P4は竃西側から確認され，長径100cme短径74cmの楕円形を里し，深さは50cmほどである。

遺物は上層から完形の長婆形土器（第79図－1）が横位の状態で出土し，その下から鱗形土器（第

80図一1）が破損した状態で出土している。

覆土は全体にローム粒子。焼土粒子eロームブロックを含み柔らかく9　色調は黒褐色を呈し，

自然堆積の状態を示している。また，本住居跡は半分が調査区城外へ延びているため，調査区域

との境の断面より，表土からの土層を観察することができた。これにより，本住居跡は現地表面

よりも約35cm下のところから掘り込まれて構築されていることが判明した。

遺物は竃周辺および，西側壁下から多量の土師器。土製品を出土する。竃東側床面上から棒形

一212－



土器（第80図－6・8），西側壁下から鉢形土器（第80図－4）が倒立した状態で，すぐ近くから

＼

q

A－21．4m　　　　　　－A，

第78図　第28号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第79・80図）

小型壷形土器（第80図－11），同じ床面上か

ら球状土錘（第80図－14～20）が，覆土中

から鉄製の鎌（第80図－22）・石製模造品（第

80図－21）が出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ131

cm・袖幅104cm・焚口部幅65cmで，袖部は黄

灰色の粘土で構築され，前部には凝灰岩を

加工して埋めている。焼成部は壁を50cInの

幅で15cmほど掘り込み，火床は直径34cmの

円形を呈している。遺物の出土はみられな

い。

番 号 券　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

7 9回
長　　 寮

A　 2 0 ，0 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら や や 膜 目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

1
B　 3 4 ．2 ら み を も っ て 中 位 よ り や や 上 ま で 至 っ た 後 外 面 は 縦 位 の へ ラ ナ デ ， 内 面 は 砂 粒 ・長 石

土 師 器
C　　 8 ．7 や や 内 管 す る 。 ロ 緑 部 は 頸 都 か ら 大 き く 外

反 し て 立 ち 上 が る 。

横 位 の へ ラ ナ デ 整 形 で あ る 。 石 英 ・礫

に ぷ い 橙 色

2

長　　 要
A　 1 6 ．8 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら 脹 ら み ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通 底 部 に 木 葉

B　 2 7 ．9 を も っ て 中 位 胴 部 最 大 径 に 至 っ た 後 ， や や 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 痕

土 師 器
C　　 8 ．1 内 管 し て 立 ち 上 が る 。 口 綾 部 は 頸 部 か ら

「く 」 字 状 に 立 ち 上 が る 。

れ て い る 。 石 英 ・礫

橙 色

3

長　　 袈
A　 1 9 ．5 底 部 を 欠 損 す る 土 器 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ロ 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B 2 7 ．5㈲ ら 外 側 へ 広 が り な が ら 立 ち 上 が っ た 後 ， ほ 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 。 内 面 砂 粒 ・長 石

土 師 器
ば 垂 直 に 立 ち 上 が り ， 頸 部 近 く で 内 傾 す る 。

ロ 簸 部 は 外 反 し て 立 ち 上 が る 。

に 輪 穣 痕 あ り 。 石 英 ・礫

に ぷ い 黄 橙 色

4

A 2 2 ．瑚衡 口 綾 部 は 大 き く 外 反 し て 立 ち 上 が り ， 胴 部 ロ 綾 部 外 面 は 横 ナ デ ， 内 面 は へ 普 通

竺E

土 師 器

B　 8 ．2 ㈱ は 頸 部 か ら 直 線 的 に 大 き く 外 下 方 へ さ が る 。 ラ 磨 き 調 整 。 胴 部 内 面 は へ ラ ナ

デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 外 面 は

磨 滅 の た め 不 明 。

梱 砂 ・ ス コ リ ア

に ぷ い 橙 色

5

要
A 2 0 ，8 ㈲ □ 綾 部 は 頸 部 か ら 外 反 し て 立 ち 上 が る 。 胴 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 9 ．5 ㈱ 部 は 頸 部 か ら や や 脹 ら ん で 下 が っ た 後 ， 内 内 面 は 横 位 の ベ ラ ナ デ ， 外 面 は
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 貢 橙 色
土 師 器

傾 す る 。 胴 部 最 大 径 は 上 位 に 有 す る 。 縦 位 の へ ラ ナ デ 整 形 が 徳 さ れ て

い る 。

6

婆
A 1 4 ．親御 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら 直 線 的 に 外 側 へ 開 い て 立 口 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B 1 4 ．3 ㈲ ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か ら 脹 ら み な が ら さ 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色
土 師 器

が る 。 胴 部 最 大 径 は 中 位 よ り 上 に 有 す る 。 い る 。 外 面 は 磨 滅 の た め 不 明 で

あ る 。

7

袈
A 18 ．8 ㈲ 日 録 部 の 破 片 で あ る 。 口 縁 部 は 頸 部 か ら 短 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 苦瓜 普 通

B　 7 ．5 ㈲ く 垂 直 ぎ み に 立 ち 上 が っ た 後 ， 外 反 し て 立 内 面 は 横 位 の へ ラ ナ デ ， 外 面 は
砂 粒 ‘・長 石 ・石 英

土 師 器
ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か ら 直 線 的 に 外 下 方 縦 位 の へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て

へ さ が る 。 い る 。 に ぷ い 黄 橙 色

8

壊

土 師 等

B　 4 ．欄 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら 器 厚 を 胴 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 普 通

C　　 7 ．4 薄 く し な か ら 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石

石 英 ・礫

に ぶ し－橙 色
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出土遺物解説表（第80図）

番号 器　　 軒 恒 紬 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 撃　　 形　　 技　 法 焼成 ・胎十 ・色 調 i 備　 考

1

餓

土　 師　器

i 昌29 霊

［

日録部 は頸部 か ら大 き く外反 して立 ち上が

る。胴部 は頚 部か らやや 脹 らみ をもち， 内

傾 して さが る。

i

日経部 内外面共 に横 ナデ整 形。 i普 通

砂 粒 ・長 石 ・

橙 票 ∴孟 孟 リア

i

i

i

胴 部外 面は縦位 のへ ラ削 り9　内

面 は雑 な縦位 のへ ラ磨 き調 整で

あ る。

2

褒

土　 師　器

揉 霊

C　　 6．9

歪み を もつ 無形 土器 であ る。 底部 は平底 で，

胴部 は底部 か らや や 内攣 ぎみ に外側 へ開 き

なが ら中位 胴部貴 大径 に至 る。 ロ綾部 は頸

部か らやや 外 反 して立 ち上 が る。

1
日綾部 内外面共 に横ナ デ，胴 部

内面は横 位，外面 は縦 位のへ ラ

ナ デ整形 が施 されて いる。

［普 通

砂 粒 ・長 有 ・

石 英 ・ス コリア

浅黄橙 色

3

恵雲E

土　師　 器

A 14 滴㈲

B　 ユ3 ．1

C　　 5 ．2

底 部は平 底 であ る。 胴部 は底部 か ら内攣 ぎ 目線 部内 外面横ナ デ， 内面へ ラ

ナデ 整形が施 され てい る。 外面

は磨 滅の ため不明 。

普通

細砂 ・長有 ・

有英 ・てコ リア

にぷ い橙 色

み に外側 へ開 きなが ら上位 胴部最 大径 に至

る。 口綾 部は 頚部か らゆ るやか に立 ち上が

った後， 大 き く外反 して開 く。

4

鉢

土　師　 器

I
A 14 ．3㈲

B　　 8 ．8

C　　 6 ．8

！

！雷雲 誓 志芸：霊 芸豊 富霊 禁 完票

糧 豊 富 霊 孟 認 諾 唇部 で垂 直

胴部外 面はへ ラ削 り，内面 はへ

ラナデ 整形。 底部 は一方向 か ら

のへ ラ削 りである。 目線部 内外

面 は磨 滅の ため 不 明。

普通

細砂 ・長石 ・

石 英 ・雲母

橙 色

！

5

球
A 17 滴㈲

B　7 ．3㈱

日経 部は頚 部か ら直線 的にや や長 く内傾 し

て立 ち上が る。胴 部は 頸部か ら僅か な脹 ら

日経部 内外面共 に横 ナデ整 形。

その他磨 滅の ため不 明。

！

普 通

砂 粒 ・長有 ・有英

土　 師　器
み をもっ て内傾 して さが る。 にぷい褐 色

6

堵

土　 師　器

A　 13 ．3

B　　 4 ．0

C　 15 ．1

底 部は 丸底 で浅 い皿 状 を呈す る。休部 は底 底部 外面下 位はへ ラ削 り9　その

他全体 内 外面共 にへ ラ磨 き調 整

普 通
細砂 ・長石 ・
石 英 ・てコ リア
礫
にぷ い橙 色

部 との 境に 明瞭 な稜 を有 し，直 線的 に内傾

して立 ち上が る。

i

が施 され てい る。

i 7

杯
A 14 ．8価

B　3 ．7（現

底 部は丸 底 で浅い皿 状 を呈 す る。休部 は底 休 部 外面か ら内面全 体へ ラ磨 き 普通

部 との境 に明 瞭な稜 を有 し？ やや 内傾 して 調 整， 底部 外面は雑 なへ ラ磨 き 砂粒 ・長石 ・

土　師　 器
C 15 ．8㈲ 立 ち上 が る。 調 整が施 されてい る。 石英 ・ス コ リア

にぷ い褐 色

8

隼

土　 師　 器

Å　 15 ．8

B　　 4 。2

i

底部 は丸底 で， 底部 と休 部 との境 は明瞭 で 器 全体雑 なへ ラ磨 き調 整が施 さ 普 通

な ら　 深 い血状 を呈す る。 れ てい る。 砂 粒 ・長石 ・石 英

にぷ い黄橙 色㈱

黒色（内） 1

9

｝不
A 14 ．4（㈲ 底 部 は丸底 で皿状 を呈す る。休 部 と底部 と 器全体 雑 なへ ラ磨 き調 整が施 さ 良 好

B　4 ．3（喝 の境 は不明 瞭で，底 部 よ り連続 的に 立 ち上 れ てい る。 砂粒 ・長右 ・石 英

土　 師　器
が る。 橙 色（外）－

褐灰 色（内）

10

杯

土　師　 器

A 14 ．5㈲ 底 部は 丸底 で皿状 を呈す る もの と思 われ る。休 部 外面か ら内面 全体へ ラ磨 き 普通

B　3 ．6㈱ 休 部は底 部か ら短 く垂直 ぎみに 立ち上 が る。 調整。 底部 外面は雑 なへ ラ磨 き

調整 であ る。

細砂 ・長石 ・

石英 ・ス コ リア

にぷ い橙 色

1 1

小 型 壷
A　　 5 ．6 底部 は平底 で あ る。胴 部は 内攣 ぎみに 外側 ロ緑部 内外面 共に横 ナデ。 胴部 普通

B　　 4．9 へ開 い た後， 内傾 して立 ち上 が る。胴部 最 外面は姓 なへ ラ磨 き調整， 内面 細砂 ・長 石 ・石 英

土 製　晶
C　　 3．7 大径 は中位 よ り下に有 す．る。 ロ綾部 は頸 部 は横ナデ整 形である。底 部は ナデ 浅黄橙 色

か ら大 き く外反 して立 ち上が る。 整 形 。一

12

13

14
i
20

21

－ニお B　　5．3

i

i

壷形土器の頸部片である。頸湖心外側へ直横位の櫛描波状文が施されてい良好 i

i

箋E 線的 に開 き， ロ綾 部 との境に 隆帯 を作 るふ る。 砂粒 ・長 石粒

須　 恵 器

管状土 錘

口緑部 はやや 外 反 して開 く。 石 英粒

灰 色

普通直 径3．7cm ， 高 さ6．4cm の 円筒状 に作 られ 中 へ ラナ ヂ後， 指ナ デ整形

央 部か らやや 外側 に寄 った ところに 1個 の 砂粒 ・長石

土 製　 品

球 状土鍍

土 製　 品

石製模 造 品

孔 を有す る。 浅黄橙色

直径 3．1～3 ．4cm の球状 を呈 す る。 重 さは26 へ ラ削 り後， 指ナ ヂ整形が 施 さ 普通
～34 g であ る。

】！讐 ノ警完禁 詫 讐霊 警 急ゝ 呈器孟 言 霊 i

れ てい る。

全体 に よ く磨 かれ ，括 れ部は 削

りに よ って作 られ て いる。

砂粒 ・長石

黒 褐色

にぷ い橙 色

石 製　品
る。
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出土遺物解説表（第80図）

番号 器　　 種 法量（cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎 土 ・色調 備　　 考

22

鎌

鉄 製 品

鎌 の先端 部 であ る。

第29号住居跡（第82図）

本跡は遺跡の中央やや東側，B2C9・B2coを中心に確認され，北側で第24号住居跡と，南側

で第27号住居跡と，北東部の一部で第3号土壌と重複している。いずれの住居跡よりも本跡の方

が新しいが，第3号土境との新旧は不明である。規模は長軸6．25m・短軸6．0mの隅九方形の平面

形を呈し，主軸方向はN－350－Wである。壁高は65～67cmと非常に深く，第24号住居跡よりも約

20cm，第27号住居跡よりも約15cm深く構築され，壁面は直線的に外側へ広がりながら立ち上がっ

ている。壁下には幅10～15cm，深さ5～8cmの溝が全体に周回し，床は全体に平坦で，硬く踏み

固められている。ピットは6個確認され，Pl～P4は長径30－40cmの楕円形および円形のピット

で，深さは58～70cmである。柱間の距離は約3．6mで，いずれも主柱穴と考えられる。P6は竃東側

から確認され，長径70cm・短径60cmの楕円形を呈し，深さは45cmで覆土は黒褐色で柔らかく，物

を貯えるために作られた貯蔵穴である。P5は南壁下中央部に作られた「（」形の高さ2cm，幅33

～46cmの土手状の高まりをめぐらした施設の内側に掘られ，平面形は長径50cm・短径30cmの楕円

形を呈し，深さは21cmである。なお，半円状のベルト内にピットを有する住居跡は本跡のほか第

m412A

第81図　第29号住居跡竃実測図

－217－

10・16・20・22号住居跡の5軒である。

覆土は大きく3層からなり，上層が黒褐

色，中層から下層が暗褐色の色調で，全体

にローム粒子，焼土粒子などを含む柔らか

い覆土で，堆積状態はレンズ状の自然堆積

である。

遺物は，全体に住居跡の西側から出土し

ている。竃西側床面上から口緑部の一部を

欠損する無形土器（第83図－6），南壁側覆

土中から杯形土器（第83図－9）・球状土錘

（第83図－15）が出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ120

cm・袖幅78cm・焚口部幅38cmで，袖部は黄

灰色の粘土で構築されている。焚口部前部



◎R

C－

第82図　第29号住居跡実測図
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には凝灰岩が横に寝せた状態で置かれており，袖部の補強か9　焚口部のくずれ防止か，目的は不

明であるが，第204号住居跡の竃も同じように作られている。焼成部は壁を90cmの幅で42cm掘

り込み，火床は直径35cmの円形を呈し9床を7～9cm掘り凹めている。遺物は焼成部から長婆形

土器（第83図－2）が横位の状態で撃　また婆の下から凝灰岩で円錐形状に加工された支脚が直立

した状態で出土している。

出土遺物解説表（第83図）

番号 器　　 種
！法 量 （cm ）

器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

長　　 慈
A 2 0 ．6㈲ 底 部 は 平 底 で あ る。 胴 部 は ゆ るや か に 外 上

ー・．L－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通 底 部 に 木 葉

B　 3 2 ．0 方 へ 止 ち 上 が り， 胴 部 最 大 径 に 至 っ た 後 ，

内 傾 す る　 胴 部 最 大 径 は 中位 よ り上 に 有 す
内 外 面 共 に へ ラ ナ ヂ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 痕 有 り。

土　 師　 器
C　　 5 ．8 0　　　 日　　　　　 三E　　　　 止

る。 ［］綾 部 は ゆ る や か に 外 反 し て 立 ち上 が

る。

れ て い る 。 橙 色

2

長　　 療

土　 師　 器

Å 16 ．6㈲ 口 綾 部 は 頸 部 か ら 短 く外 反 し て 立 ち 上 が る　 目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B 1 3 ．4鋭） 胴 部 は 頚 部 か らや や 脹 ら み を も っ て さが る 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ

れ て い る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

浅 黄橙 色

3

婆
A 1 9 ．5（衡 目 線 部 は 頸 部 か ら ゆ る や か に 外 側 へ 立 ち 上 目線 部 内 外 面 お よ び 胴 部 内 面 は 普 通

B　 7 ．4㈲ が っ た 後 ， 大 き く外 反 し て 立 ち上 が る 。 胴 横 ナ デ 整 形 。 胴 部 外 面 は へ ラナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
部 は 頚 部 か らや や 脹 ら み を もっ て さが る 。 デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 に ぷ い 黄 橙 色

4

無
A 1 5 ．1（㈲

B　 9 ．9㈱

口 綾 部 は 頸 部 か ら 内 傾 して 立 ち 上 が っ た 後 口 綾 部 内 外 面 横 ナ デ ， 胴 部 内 外 普 通

外 反 して 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か ら大 き 面 共 に へ ラナ デ 整 形 が 施 さ れ て 細 砂 ・長 石 ・

土　 師　 器
く脹 ら み な が ら さ が る。 い る 。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色

5

窪
A 1 7 ．5㈲ 口 綾 部 は 頸 部 か らや や 内 偵 して 立 ち上 が っ 日経 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通
B　 7 ．9㈱ た 後 ， 大 き く外 反 し て 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 内 外 面 共 にへ ラナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師　 器
頸 部 か ら ゆ るや か に 脹 らみ な が ら 立 ち上 が

る 。

れ て い る。 に ぷ い 赤 褐 色

6

療
B　 9 ．1（職 目線 部 を 欠 損 す る 婆 形 土 器 で あ る。 底 部 は 口 綾 部 内 外 両 横 ナ デ ， 胴 部 か ら 普 通

C　　 6 ．9 や や 丸 味 を もつ 。 胴 部 は 底 部 か ら 内 攣 ぎ み 底 部 外 面 は へ ラ 削 り 整 形 。 内 面 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
に 外 上 方 へ 立 ち上 が る。 全 体 へ ラ ナ ヂ 整 形 が 施 され て い

る。

に ぷ い橙 色

7

隼
A　 1 2 ．7 底 部 は 丸 底 で 浅 い皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 底 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　　 4 ．0 部 との 境 に 明 瞭 な稜 を 有 し ， 内 傾 し て 立 ち 面 は 雑 な へ ラ 磨 き 調 整 が 施 され 砂 粒 ・長 石 ・

1こifー
土　 師　 器

C　 1 4 ．1 上 が る。 て い’る 。 石 央 ・雲 母 ・

ス コ リ ア
灰 褐 色

8

杯
A 1 4 ．6㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る と思 わ れ る 。 器 全 体 に は へ ラ 磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　　 4 ．2 休 部 は 底 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し ， 直 線 れ て い る 。 細 砂 ・ス コ リア

土 師 器
C　 16 ．3 的 に 内 傾 し て 立 ち 上 が る 。 灰 褐 色

9

杯
A　 1 4 ．7 底 部 は 丸 底 で 言 責い 皿 状 を 呈 す る 。 器 厚 は 器 全 体 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　　 4 ．9 立 ち 上 が る に した が っ て 薄 くな る 。 休 部 は れ て い る 。 細 砂 ・長 石 ・

土　 師　 器
C　 1 6 ．3 底 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を有 し， 直 線 的 に 内

傾 して 立 ち 上 が る。

石 英 ・ス コ リ ア

に ぷ い 褐 色

10

土不

土　 師　 器

A 1 4 ．9㈲

B　 4 ．6㈱

底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る も の と思 わ れ る 。 休 部 外 面 お よ び 内 面 全 体 は 横 ナ

休 部 は 底 部 か ら連 続 的 に や や 内 傾 して 短 く　 デ 整 形 。 底 部 外 面 は 多 方 向 か ら

立 ち上 が る 。　　　　　　　　　　　 の へ ラ 削 り整 形 が 施 さ れ て い る 。

普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

灰 褐 色

1 1

璃
A 1 5 ・9　 底 部 は 丸 底 で 深 い皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 短 休 部 内 外 面 共 に横 ナ デ ， 底 部 内 普 通

B　　 7 ．0 く器 厚 を 薄 く し， 内 偵 し て 立 ち上 が る 。 ロ 面 はへ ラ ナ デ 整 形 。 底 部 外 面 上 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
唇 部 は 尖 る 。 位 は へ ラナ デ ， 下 位 は へ ラ 削 り

整 形 で あ る 。

灰 褐 色

12

鉢
A 2 0 ．鎚衡 胴 部 は 底 部 か ら や や 脹 らみ な が ら 大 き く外 ロ 綾 部 外 面 か ら内 面 全 体 は へ ラ 普 通

B　 8 ．0㈱ 上 方 へ 立 ち 上 が り， ロ綾 部 で や や 外 反 し て 磨 き調 整 。 外 面 は 雑 な へ ラ磨 き 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
開 く。 調 整 が 施 され て い る。 に ぷ い 黄 橙 色
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出土遺物解説表（第83図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

13

小 型 台 付 袈
A　 4 ．9（㈲ 胴 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち上 が っ た 後 ， 手 提 ね 土 器 。 普 通

B　　 3 ．0 口 辺 部 で 外 反 して 開 く。 ま た ， 底 部 に は 細 砂 ・長 石 ・石 英

土 師　 器
C　　 2，2 「八 」字 状 の 台 が 作 ら れ て い る 。 浅 黄 橙 色

14

小 型 甑
B　 2 ．9物 小 型 の 甑 と思 わ れ る 土 器 で あ る。 底 部 か ら 器 内 外 面 共 に へ ラ ナ チ 盤 形 が 砲 普 通

C　　 3 ．8 ゆ る や か に 外 側 へ 開 き な が ら外 反 して 立 ち され て い る 。 紬 砂 ・長 石 ・石 英

土 師 器
上 が る 。 上 位 は 器 厚 を 薄 くす る。 に ぷ い 黄 橙 色

1 5

球 状 土 鍾
直径 3 ．3 c m の 球 状 に 作 られ ， 中 央 部 に は 直 雑 な へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い 普 通

径 4 m mの 孔 が 作 ら れ て い る。 重 さ は 6 0 g で る 。 二 次 焼 成 を受 け て い る 。 砂 粒

土 製 晶
あ る 。 黒 褐 色

第30号住居跡（第85図）

本跡は遺跡の東側，B3a4・B3a5を中心に確認され，南側で第31A号住居跡と重複している。

本住居跡の方が新しい。また，北側では第32号住居跡と北東コーナー部で接している。規模は長

軸4．45m・短軸4．3mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－230－Wである。壁高は55～60cmで，壁

面は垂直に立ち上がっている。床は全体に平坦で，硬く踏み固められており，また壁下には幅8

～12cm，深さ3－5cmの浅い溝が全体に周回する。ピットは5個確認され，Pl～P4は直径30～

40cmの円形を豊し，深さは51～60cmである。柱間の距離は2．1mで，いずれのピットも主柱穴と思

われる。P5はP3とP4の中間やや南側に確認され直径35cm・深さ20cmと浅いピットで，入口的

施設に使用されたピットかと思われる。

覆土は上層が農耕の撹乱を受け，中層から下層にかけて黒褐色の色調で，覆土中にはロームブ

ロック・ローム粒子・焼土粒子を含み柔らかく，おおむね自然堆積の状態を示している。

遺物は非常に少なく，覆土中から土師器

の破片と，鉄製の釘（第86図－7・8），金

具（第86図一9），管状土錘（第86図－10）

ーA’　が出土している。

甲．

A－　21．41m　　　　　　　′－A’

第84図　第30号住居跡竃実測図

－221－

竃は北北西壁中央部に付設され，長さ82

cm・袖幅98cm・焚口部幅60cmで，西側の袖

部はトレンチャ一によって捜乱を受けてい

るが，保存状態は良好で，粘土と凝灰岩に

よって構築されている。焼成部は壁を43cm

の幅で15cmほど掘り込み，火床は長径35cm

の楕円形を呈する。内部には赤褐色の焼土

が堆積している。
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第86回　第30号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第86図）

∈＝＝

ト一一竿∃

番号 券　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1

宣E
A 12．9（衡 口綾部の破片である。ロ緑部は頸部から内 口緑部内外面共に横ナデ整形が 普通
B　3．9（勒 傾して立ち上がった後，外反して立ち上が 施されている。 砂粒・長石・石英

土 師 器
る。胴部は大 きく開 く。 にぷい貢橙色

2

喪
A ユ3．4㈲

B　4 ．9（瑚

ロ綾部は頸部か ら直線的に外上方へ立ち上 ロ綾部内外面共に横ナデ，胴部 普通
がる。胴部は頸部からやや脹 らんで内傾す 外面はへラ削 り，内面は横位の 砂粒・長石・石英

土 師 器
る。 へラナデ整形である。 にぷい赤褐色

3

坪
A 15．1（彿 底部は丸底で浅い皿状を呈すると思われる。休部内外面および底部内面は横 普通
B　3．3珊 休部は底部との境に明瞭を稜 を有 し，垂直 ナデ整形。底部外面はへ ラ削 り 細砂・長石 ・石英

土　 師 器
C　 15．9 に立ち上がる。 後，雑なへラナデ整形が施 され

ている。

にぷい褐色

4

杯
A 13．割働

B　3．7㈲

底部は丸底で浅い皿状を呈すると思われる。休部内外面および底部内面は横 普通
休部は底部 との境に明瞭な稜を有し，垂直 ナデ整形。底部外面はへ ラ削り 細砂・長石・石英

土 師 器
C　 14 ．0 に立ち上がる。 後，雑なヘラナデ整形が施され

ている。

にぷい赤褐色

5

蝿
A 13．8㈲ 底部は平底で胴部は器厚 を薄くしなか ら外 口緑部内外面共に横ナデ，胴部 普通
B　5．6㈱ 上方へ立 ち上がり，口辺部でやや外反する。内外面共に横ナデ整形が施 され 砂米立・長石 ・

土 師 器
C　5．0㈲ ている。 石英 ・スコリア

橙色

6

砥　　 石
3 面に使用痕が認められる。原石は硬質砂

岩である。．

7

8

釘

鉄 製 品

4 －5 mmの角柱状に作 られた釘の先端部で

ある。

0

金　　 具

鉄 製 品

用途不明の金具 である。長方形の孔があけ

られている。

10

管状土建
直径 8 m ，長さ2．1cmの円筒榔 こ作られた土

建である。また中央部には1．5mmの孔があけ

指ナデ整形が施されている。 普通

砂粒

土 製 品
られている。

黒褐色
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第31A号住居跡（第5図）

本跡は遺跡の東側学　B3b4O B3b5を中心に確認され　北側で第舗号住居跡とラ　南¢東側では

第31B・31D号住居跡と重複している。第30・31D号住居跡よl）も新しいことは土層から確認で

きたが9第31B号との関係は確認することができなかった。また誓本住居跡が確認された地区は授

乱が激しら住居跡の重複関係が複雑なため普規模などについては不明を点が多い。規模の形状に

ついては一部残された壁によって想定して決めた。規模は3．9×日Illの方形を呈していたと思われ，

長軸方向はN－70－Wである。壁高は約47Cr一一で，壁面は直線的にやや広がl）ながら立ち上がって

いる。床は全体に平坦で普　硬く踏み固められているがラ　ビットは確認することができなかった。

覆土および出土遺物，竃の存在などは前記のとおり，撹乱が激しかったため，不明である。

第31B号住屠跡（第5図）

本跡は遺跡の東側警　B3b5を中心に確認され9　第31A◎31C e31D号住居跡と重複し9　本住居

跡は第31D号住居跡よりほ新しら　第31Aの31C号住居跡との新旧関係は不明である。本跡も第

31A号住居跡と同様に撹乱と重複が激しい地区のため，一部の壁の状態によりプランを想定した。

そのため警規模は不明である。長軸方向はN－100…Eである。壁高は約鮮cmで　壁面はゆるやか

に外側へ広がl）ながら立ち上がっている。床は全体に平坦で，碩く踏み固められていたが，ピッ

トは確認することができなかった。

覆土および竃の存在などについては撹乱が激しかったため，不明である。

第31C号住居跡（第5図）

本跡は遺跡の東側，B3b5・B3C5を中心に確認され，第31A・31B・31D号住居跡とそれぞ

れ重複し，本住居跡は第31D号住居跡よりほ新しら　第31A o31B号住居跡との新旧関係は不明

である。本住居跡が確認された地区も第31A◎31B号住居跡と同一地区のため，不明の点が非常

に多い。規模は長車酪45m e短軸4．4mの方形を呈しているものと考えられ9主軸方向はN－28膏0

－Wである。壁高は約50cmで9　壁面は垂直に立ち上がっており9　床は全体に平坦で9　硬く踏み固

められている。ピットは3個確認され，Pl・P2は直径20－25cmの円形を呈し，深さはそれぞれ

47ゆ67cmで9　2本とも主柱穴と考えられる。P3は北コーナー部から確認され　長径摘Ocm e短径

105cmの不整楕円形を豊し，深さは59cmとやや深い。断面形は「しノ」形状を豊し9　貯蔵穴と思われ

る。またP3西側床面上から黄灰色の粘土の広がりが確認され，本住居跡の竃がこの場所に作られ

ていたのではないかと思われる。

覆土については第31A・31B号住居跡同様撹乱が激しいため不明である。
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出土遺物解説表（第87図）

♂
仇

≡＝薫

番号 器　　 種 法 量 （clu ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

壌
A 1 5 ．欄 口綾 部 の 破 片 で あ る。 ロ 緑 部 は 頸 苦瓜か ら 外 磨 滅 の た め 不 明 。 普 通 頚 部 外 面 の

B　 5 ．2㈱ 反 し て 立 ち 上 が り， 胴 部 は 頸 部 か ら 外 側 へ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

明 赤 褐 色

一 部 に朱 塗

土 師 器
開 き な が ら 上 が る 。 リが 認 め ら

れ る 。

2

袈
A 1 6 ．1（鞠 口 綾 部 の 破 片 で あ る 。 口綾 部 は 頸 部 か ら短 日録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ， 胴 部 普 通

B　 4 ．2（勒 く外 反 して 開 く。 胴 部 は頸 部 か ら 直 線 的 に 外 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 赤 褐 色

土 師 器
さが る。 い る 。

3

．嶋
A 1 5 ．4㈲

B　 4 3掬

ロ 縁 部 は 頸 部 か ら 直 線 的 に や や 開 い て 立 ち

上　 で

器 全 体 内 外 面 に へ ラ磨 き整 形 が 普 通

土 師 器

カ る 。 胴 部 は 頸 部 か ら 脹 ら み を も っ て さ

が る 。

施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

浅 黄橙 色

4

凄

土 師 器

A 13 ．到彿 口緑 部 の 破 片 で あ る。 ロ綾 部 は 頸 部 か ら 外 外 面 は へ ラ 削 り後 ． ナ デ 整 形 。 普 通

B　 3 ．珊 反 し て 立 ち 上 が る 。 内 面 は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て

い る。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色

5

冨E
A 1 3 ．2㈲ ロ 綾 部 の 破 片 で あ る 。 口 緑 部 は 頸 部 か ら直 目線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 良 好

B　 3 ．3（珂 線 的 に 外 側 へ 開 い て 立 ち上 が る 。 胴 部 は 頸 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

明 褐 色

土 師 器
部 か ら大 き く開 く。 れ て い る 。

6

襲

土 師 器

A ユ2 ．環衡 口縁 部 の 破 片 で あ る。 口 緑 部 は 頸 部 か ら 外 口 緑 部 外 面 は へ ラ ナ デ 整 形 ， 内 普 通

B　 3 ．1㈱ 反 し て 立 ち 上 が る 。 面 は へ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ れ て い

る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い桂 色

7

袈

土 師 器

B　 4 ．4㈱ 底 部 は や や 丸 味 を も っ て い る 。 胴 部 は 底 部 器 内 外 面 共 に 雑 な へ ラ磨 き調 整 普 通 底 部 に 木 葉
C　 7 ．5（鞠 か ら内 野 ぎみ に 外 側 へ 開 い て 立 ち 上 が る 。 が 施 さ れ て い る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

灰 褐 色

痕 有 り。
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出土遺物解説表（第87図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

8

台 付 婆

土　 師　 器

B　 5 ．5㈱ 台 付 婆 の 底 部 片 と思 わ れ る 。 胴 部 は 底 部 か

ら器 厚 を 薄 く して ， 外 側 へ 開 い て 立 ち上 が

i 孟 豊 底 部 に は 高 さ 1 c m の 台 が 付 け ら

器 全 体 に 指 ナ デ 整 形 が 施 さ れ る。 普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

浅 黄 橙 色

9

ま不
A 1 2 ．増徴 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る と 思 わ れ る。 体 休 部 外 面 お よ び 内 面 全 体 は へ ラ 普 通

B　 3 ．0㈱ 部 は 底 部 との 境 に稜 を 有 し， 短 く重 患 に 立 磨 き調 整 。 底 部 外 面 はへ ラ削 り 紳 砂 ・長 石

土 師　 器
C 1 2 ．5（徹 ち 上 が る。 整 形 が 施 さ れ て い る。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色

10

杯
Å 1 2 ．6㈲ 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る と思 わ れ る 。 体 器 全 体 に は へ ラ 磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　 2 ．9㈱ 部 は 底 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を有 し， 内 傾 し れ て い る 。 細 砂 ・長 石

土　 師　 器
C 1 3 ．6㈲ て 立 ち上 が る 。 石 英 ・雲 母

褐 灰 色

11

杯
A 1 4 ．2（礫 底 部 は 丸 底 で 浅 い皿 状 を呈 す る と思 わ れ る。 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　 2 ．4㈱ 休 部 は 底 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を 有 し， 短 く 面 は へ ラナ デ ， 内 面 は へ ラ 磨 き 細 砂 ・長 石

土 師　 器
C 1 4 ．9㈲ 垂 直 に 立 ち 上 が る。 調 整 が 施 さ れ て い る 。 石 英 ・雲 母

に ぷ い褐 色

12

隼
A 1 2 ．1（衡 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る と思 わ れ る 。 体 休 部 外 面 お よ び 内 面 全 体 は へ ラ 普 通

B　 3 ．0㈱ 部 は 底 部 か ら短 く垂 直 に 立 ち 上 が り， 口 唇 磨 き調 整 。 底 部 外 面 は 雑 なへ ラ
細 砂 ・長 石 ・石 英

褐 灰 色
土 師　 器

C　 l l ．9 部 は 尖 る 。 磨 き調 整 が 施 さ れ て い る。

13

J不
A 12 ．疎衛 底 部 か ら連 続 的 に や や 脹 らみ を も っ て 外 上 体 部 外 面 お よ び 内 面 全 体 は 横 ナ 普 通

B　　 3 ．0 方 へ 立 ち上 が り， 口 辺 部 で や や 外 反 し て 開 デ 整 形 。 底 部 外 面 は へ ラ 削 り婆
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色
土 師　 器

く。 形 が 施 さ れ て い る 。

14

双 孔 円 板

石 製　 品

直 径 2 ．7（Ⅷ，厚 さ 3 m m の 円 板 状 に 作 ら れ 中 央 円 形 に 加 工 を加 え ， 両 面 お よ び

部 か ら や や 外 側 に 2 個 の 孔 を あ け て い る。

原 石 は 滑 石 で あ る。

側 面 は 丁 寧 に 磨 ら れ て い る 。

第32号住居跡（第88図）

本跡は遺跡の東側，B3i4容B3i5を中心に確認され中北東コーナー部で第35号住居跡9　住居

跡内北西部で第4号土壌と重複し，本住居跡はいずれの遺構よりも古い。また，南側では第30号

住居跡と接している。規模は本遺跡の中では大型の住居跡で，長軸6．42m・短軸5．9mの隅丸長方

形を呈し，主軸方向はN－140－Wである。壁高は50～57cmで9　壁面は直線的に外側へ広がりなが

ら立ち上がっており，壁下には幅10－15cm，深さ7－10cmの溝が全体に周回している。また，床

は全体に平坦で，深さは59－71cmである。柱間の距離は約3．2mで，いずれのピットも主柱穴であ

る。またP4はP2とP3の中間点よりやや南側に作られたh」形の高さ5cm言幅20～40cmの土手

状の高まりをめぐらした施設内側に掘られ9　平面形は長径70cm⑳短径60cmの楕円形を呈し，深さ

は42cmである。覆土の色調は黒褐色を呈し，全体にローム粒子などを含む柔らかい土であり，貯

蔵穴として使用されたピッ寸かと考えられる。なおP4と同じようなどットを有する住居跡は本跡

を除いて，4軒確認されており，ほぼ同時期の住居跡と考えられる。

覆土は上層の約20cmが農耕による撹乱を受け，中層は黒褐色，下層が暗褐色の色調を豊し，全

体にローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・炭化物を含み，とくに下層部には多量の炭化物が

含まれていた。自然堆積と思われる。
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遺物は覆土中から少量の土師器を出土したのみである。

竃は北北西壁のやや東側に付設された形跡はあるが，袖部などは確認することはできなく，一

部壁外へ煙道が作られたと思われる部分を確認する。

出土遺物解説表（第89図）

番号 器　　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

A 1 4 ．5（御 口 綾 部 の 破 片 で あ る 。 口 緑 部 は 頸 蔀 か ら外 ロ 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 が 普 通

∃互 B　 4．8 （瑚 反 し て 立 ち上 が り． 胴 部 は 頸 部 か ら大 き く 施 され て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・

土 師 器
開 く。 石 英 ・ス コ リア

橙 色

2

袈
A 1 6 ．6（御 口 綾 部 は 頸 郡 か ら短 く， 内 面 は 直 線 的 に ， ロ 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 5 ．7㈲ 外 面 は や や 脹 らみ を も っ て 垂 直 に 立 ち上 が 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
る 。 胴 部 は 頸 部 か ら 脹 ら み を も っ て 真 下 に

さ が る 。

れ て い る 。 橙 色

3

鳴 ．
A 1 3 ．0㈲ 底 部 は 平 底 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら大 き く ロ 綾 部 内 外 両 横 ナ デ 整 形 。 胴 部 良 好

B　　 6 ．3 外 上 方 へ 開 い た 後 ， 垂 直 ぎ み に 立 ち 上 が る。 か ら底 部 外 面 は ヘ ラ 削 り後 ， 雑
細 砂 ・長 石 ・石 英

明 赤 褐 色 （底 部 ）

土　 師 器
C　　 5 ．5 口綾 部 は 頸 部 か ら短 くや や 内 傾 す る 。 な磨 き， 内 面 は 雑 なへ ラ磨 き調

整 が 砲 さ れ て い る。

に ぷ い 赤 褐 色

（休 部 ）

4

I不
A l l ．6（御 底 部 は 丸 底 で や や 深 い 皿 状 を 呈 す る と思 わ 器 内 外 面 共 に ヘ ラ磨 き調 整 が 施 普 通

B　 3 ．3倒） れ る 。 休 部 と底 部 と の 垣 は は っ き りせ ず ， さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
底 部 か ら 連 続 的 に ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が る 。 橙 色

5

1不
A 1 5 ．5㈲ 底 部 は 丸 底 で 深 い 皿 状 を呈 す る と 思 わ れ る 。 休 部 外 面 か ら 内 面 全 体 は へ ラ 磨 普 通 内 外 面 朱 塗

B　 4 ．6㈲ 休 部 と底 部 と の境 は は っ き りせ ず ， 底 部 か き 調 整 。 底 部 外 面 は へ ラ削 り整 細 砂 ・長 石 ・石 英 l）

土　 師 器
ら連 続 的 に ほ ぼ 垂 直 に 立 ち上 が る 。 形 が 施 さ れ て い る 。 明 赤 褐 色

6

坪
A l O ，9（御 底 部 は 丸 底 で 深 い 皿 状 を 呈 す る と思 わ れ る 。 幕 内 外 面 共 に へ ラ 磨 き 調 整 が 砲 普 通

B　 4 ．0㈲ 休 部 と底 部 との 境 は は っ き りせ ず ， 連 続 的 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
に 内 督 し て 立 ち上 が る 。 橙 色

第89図　第32号住居跡出土遺物実測図

第33号住居跡（第90図）

本跡は遺跡の東端，B3a7・B3b7を中心に確認され，第34号住居跡の南2m，第30号住居跡

の東3mに位置している。なお本住居跡の南側約÷が調査区城外へ延びているため，全貌を明ら

かにすることはできなかった。規模は6．25×（）mの方形を呈していたと考えられ，主軸方向はN－

210－Wである。壁高は60－71cmで，本遺跡の住居跡の中では貴も深い。壁面はほぼ垂直に立ち上
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がっており9床は全体に平坦で9非常に硬く踏み固められている。また，壁下には幅封如，深さ

7～10cmの小さな溝が全体に周回している。ピットは3個確認され9　PトP3ほ直径約30cmの円

形を里し9深さは59～76cmである0柱間の距離は東西が3・3m，南北が3．2mで，いずれのピット

も主柱穴と思われる。

覆土は全体にローム粒子。ロームブロック¢焼土粒子などを含み柔らかく9色調は上層かばら中

層は黒褐色，下層は暗褐色を豊し，レンズ状の自然堆積の状態を示している。

遺物は非常に少なら西壁下床面上からやや浮いた状態で小型壷形土器（第鋸図－4）などが

出土している。

竃は確認することはできなかったが9北北西壁下中央部から多量の炭化物を含んだ焼土が確認

され9　炉として使用した場所かと思われる。

出土遺物解説表（第91図）

番可 器　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 e胎土・色調 備　　 考

甑

1

A 16 ．0（衡 頸部はくびれ，日綾部は頚部か ら外面は直 目線部内外面共に横ナデ整形。 普通
B lO．8㈱ 線的に外上方へ，内面はやや内攣ぎみに立 胴部外面は雑なへラナデ，内面 砂粒・長石・有英

土　師 器
ち上がった後，大きく外反して開く。胴部

はやや脹らみをもってさがる。

はへラナデ整形が施 されている。にぷい橙色

恵
B　2．6㈱ 底部片である。底部は平底で，胴部は底部 底部はへ ラ削 り，胴部外面はへ

ラナデ整形，内面は雑なへ ラ磨

普通
2 i 望 C　　 6．8 か ら直線的に大 きく開きながら立ち上がる。 砂粒・長石・石英

恵
B　 2 ．6㈱ 底 部片 であ る。底部 は平底 で，胴 部は底 部 底 部はへ ラ削 り，胴部 外面 はへ 普通

2
璽E

土　 師 器

C　　 6 ．8 か ら直線 的に大 きく開 きなが ら立 ち上 がる。 ラナデ 整形， 内面は雑なへ ラ磨 砂粒 ・長石 ・石英

き調整が 施 され てい る。 橙色

3

棒

土　 師 器

A 17 ．6㈲ 瑳 部 は丸底 でやや 深 い皿状 を呈 す る。休部 器 内外面共 にへ ラ磨 き調 整が施 普 通

B　　 5 ．7 と底 部 との 境は はっ き りせ ず， 連続 的に外 され てい る。 砂粒 ・長石 ・石英

上方へ 立 ち上 が る。 明赤褐色

4

小　 型 壷
A　 4 ．8㈲ 底 部 を欠損す る土器 で ある。 目線 部 は頸部 日録部 内外面 は横 ナチ整形 。胴 普通

B　 7 ．4㈱ か ら直 線的に 外上方へ 立 ち上が り亨　胴部 は 部 外面 は横位 のへラ磨き調整 ， 砂粒 ・長右 ・石英

土　 師 器 頸 部か ら大 き く開 いて さが る。球状 を呈 す

る。

内面は ナデ整 形が施 され てい る。橙色

5

小 型高 坪
B　 3 ．1㈱ 小 型高杯 の脚部 と思 われ る土 器で ある。 脚

部 は受部 か らやや 外側へ 開 いて さが った の

手 捏ね土 器で ある。 普 通

細 砂 ・長石 ・石英

土　 師 器
ち， 裾部 で大 き く開 いて さが る‾。 また，孔

を 3 個 有す る。

にぷ い橙 色

窮馴図　第33号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡（第92図）

本跡は遺跡の東鼠A3h7eA3i7を中心に確認され，第35号住居跡の南1m9第32号住居跡

の東3mに位置している。規模は本遺跡の住居跡の中では最大級で，一辺が7．6mの方形を豊し，
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主軸方向はN－570－Wである。壁高は南東側45cm，北東側72cmで，壁面は垂直ぎみに立ち上がっ

ている。壁下には幅10～12cm，深さ10－15cmの溝が全体に周回し，床は全体に平坦で，硬く踏み

固められている。ピットは6個確認され，Pl・P2は長径約65cmの楕円形，P3・P4は長径35～

50cmの円形・楕円形を呈し，深さは95～102cmで非常に深い。柱間の距離は4mで，いずれも主柱

穴である。また，P2とP3の中間に深さ22cmの浅いピットが確認され，補柱穴かと思われる。P5

は南東壁下中央部に作られたh」形の高さ5cm，幅17－32cmの土手状の高まりをめぐらした施

設内側に掘られ，平面形は，長径63cm・短径50cmの楕円形で，断面はhJ」形状を呈する。深さ

は41cmで，覆土は黒褐色の柔らかいもので，貯蔵穴として使用されたピットかと思われる。P5と

同様のピットは第8・11・23号住居跡から確認されている。

覆土は大きく2層に区分され，上層は暗褐色・下層は黒褐色の色調で，全体にローム粒子・ロ

ームブロックを含む柔らかい土で，レンズ状の自然堆積の状態を示している。

遺物は非常に少なく，竃東側床面上から褒形土器（第94図－3）がまとまって，またP3とP4

の中間の覆土中から，伏せた状態で塔形土器（第94図－6），東壁下溝上から塔形土器（第94図－

1■

Å－　21．4m

7）が正位の状態で出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ112

＿4，　cm・袖幅103cm・焚口部幅50cmで，袖部は黄

第93図　第34号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第94図）

灰色の粘土で構築され，また前部には凝灰

岩を方形状にていねいに加工をして埋め込

み，袖部の崩れ防止を行っている。焼成部

は壁を62cmの幅で15cmほど掘り込み，とく

に煙道部のところが多く掘り込まれている。

火床は直径42cmの不整円形を呈し，床を5

cm掘り凹めている。

番号 器　　 種 法 畢 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 t胎 土 ・色 調 備　　 考

1

長　　 袈
A 16 ．6（㈲ ロ 緑 部 は 頚 部 か ら ゆ る や か に 立 ち 上 が っ た 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ， 胴 部 普 通

B　 3 2 ．8 後 ． 大 き く 外 反 し て 開 く。 底 部 は 平 底 で ， 内 外 面 お よ び 底 部 は へ ラ ナ デ 整 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　　 7 ．4 胴 部 は 底 部 か ら中 位 に 脹 ら み を も っ て 約 30

cm ほ ど 立 ち上 が る 。

形 が 施 され て い る 。 に ぷ い 黄 橙 色

2

袈
A 16 ，3㈲ ロ 綾 部 は 頸 部 か ら大 き く外 反 して 立 ち上 が ロ 綾 部 内 外 面 共 に横 ナ デ， 胴 部 普 通

B 18 ．6㈲ る 。 胴 部 は 頸 部 か らや や 大 き く脹 ら み を も 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・

土 師 器
っ て さ が る 。 れ て い る 。 内 面 に 給 梼 痕 有 り。 石 英 ・礫

に ぷ い 橙 色
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出土遺物解説表（第94図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 ′備　　 考

3

長　　 婆
B 1 8 ．8㈱ 底 部 は 平 底 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら 内 轡 ぎ 底 部 は へ ラ ナ デ ， 胴 部 内 外 面 共 普 通

C　　 5 ．5 み に 外 上 方 へ 立 ち上 が り， 胴 部 最 大 径 に 至 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 され て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
る 。 胴 部 最 大 径 は 上 位 に 有 す る 。 灰 褐 色

4

・ここたご
B　 3 ．5㈱ 底 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら直 線 的 胴 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ ヂ 整 形 が 普 通 底 部 に 木 葉

竺E

土　 師 器

C 1 3 ．5㈲ に 大 き く開 い て 立 ち上 が る 。 施 され て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

黒 褐 色 （輔

浅 黄 橙 色 ㈹

痕 有 り

5

甑

土　 師 器

B　 5 ．9㈱ 胴 部 は 底 部 か らや や 脹 らみ を も っ て ， 外 上 胴 部 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り ， 内 普 通

C　 8 ．3㈲ 方 へ 立 ち上 が る 。 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 され て い

る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い黄 橙 色

6

杯
A　 1 4 ．7 底 部 は 丸 底 で 深 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 － 体 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　　 5 ．8 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を有 し， 直 線 的 に 困 傾 面 は雑 なへ ラナ デ ， 内 面 は へ ラ 砂 粒 6 長 石 ・

′土　 師 器
C ． 1 6 ．3 す る 。 ナ ヂ 整 形 が 施 さ れ て い る ム 石 英 ・ス コ リア

橙 色

7

棒
A　 1 2 ．7 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 丸 底 と 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 は 多 普 通

B　　 4 ．7 の 境 に 稜 を 有 し， や や 内 傾 L で 草 ち上 が る 。 方 向 か ら の へ ラ削 り整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師 器
C　 13 ．2 2 れ て い る。 石 英 ・ス コ リ ア

橙 色

8

杯
A 1 4 ．1㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 底 休 部 内 外 面 お よ び 内 部 全 体 は 横 良 好

B　 3 ．8㈱ 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し ， 内 傾 し て 立 ち ナ デ 整 形 。 底 部 外 面 は へ ラ ナ デ 砂 粒 ・長 右 ・石 英

土　 師 器
上 が る 。 整 形 が 施 さ れ て い る 。 に ぷ い 赤 褐 色

侶

9

隼
A 1 5 ．9㈲ 底 部 は 丸 底 で 深 い 皿 状 を呈 す る。 休 部 は 底 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 内 普 通

i

B　　 5 ．7 部 か ら短 く内 傾 して 立 ち 上 が る。 面 は ナ デ ， 外 面 は 雑 な へ ラ ナ デ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 6 ．4 整 形 が 施 され て い る 。 浅 黄 橙 色

10

棒
Å　 14 ．8 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す 。 休 部 は 底 部 器 内 外 面 全 体 は へ ラ磨 き調 整 が 普 通

B　　 3 ．5 か ら や や 内 攣 ぎ み に 立 ち 上 が る。 施 さ れ て い る 。 ま た ， 底 部 外 面 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師 器
C　 1 4 ．4 下 位 は 磨 滅 し て い る 。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 橙 色

11

棒
A 15 ．5（衡 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る も の と思 わ れ る 。 器 内 外 面 全 体 はへ ラ磨 き調 整 が 普 通

B　 3 ．6㈱ 体 部 と 底 部 との 境 は は っ き りせ ず ， 底 部 か 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
ら連 続 的 に 内 攣 して 外 上 方 へ 立 ち上 が る 。 に ぷ い橙 色

12

大 型 高 杯

土　 師 器

A 3 7 ．5㈲ 受 部 と思 わ れ る土 器 片 で あ る　 受 部 は 脚 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 普 通

B　 9 ．5㈱ 接 合 部 か ら 直 線 的 に 大 き く外 上 方 へ 開 く。 れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色

第35号住居跡（第95図）

本跡は遺跡の東端，A3h5ゆA3d6を中心に確認され9　第34号住居跡の北1mに位置し，また

南東コーナー部で第32号住居跡と重複している。新旧関係は，床の状態からみて本住居跡の方が

新しいものであることを確認する。規模は長軸5．65m◎短軸5．6mの方形を呈し，主軸方向はN…

370－Wである。壁高は48－50cmで，壁面は直線的に外側へ広がりながら立ち上がっており，床は

全体に平坦で，非常に硬く踏み固められている。また9　壁下には幅10cm，深さ5～7cmの小さな

溝が全体に周回している。ピットは6個確認され9　Pl～P4ほ直径30cmほどの円形を豊し，深さ

は59～80cmで9　いずれも主柱穴である。柱間の距離は東西3．0m◎南北3．1mである。P6は竃東側

から確認され，長径65cme短径55cmの楕円形を呈し9　深さは56cmである。断面形は「しノ」形状を
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豊し9　貯蔵穴と思われる。また9　上層および周辺から棒形土器（第97図－9◎10）が出土する。

P5は南東壁下中央部に作られた「ハ」形の高さ4cm，幅27－35cmの土手状の高まりをめぐらした

施設内側に掘られている。平面形は長径45cmの円形を豊し，深さ28cmで，土層には10cm内外の石

が6・個置かれ，覆土は全体に暗褐色で柔らかい。貯蔵穴と考えられる。

覆土は上層20～30cmが農耕によって挽乱を受け，下層は黒褐色の色調で9　ローム粒子を含み柔

らかい。自然堆積の状態である。

遺物は，上層から中層にかけて多量の土師器の土器が出土する。とくに，上層から中層の土器

は破損が激しく管廃棄による遺物かと考えられる。下層からの遺物はPl西側床面止から正位の状

態で棒形土器（第97図－3）9竃前方部の床面上から球形土器（第97図－4）が破損した状態で出

土している。

竃は北北西壁中央やや東側に付設されていたが9　保存状態が悪く，袖の一部を確認したにとど

まる。また焼成部から髄形土器（第96図一12）が横位の状態で出土している。

出土遺物解説表（第96・97図）

番可 器　 種 法壷（cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

9：図！ 壷 A 15渦㈲ i H 綾部は頸書陣 ら外反 して立ち上がり，ロ ロ綾部内外面共に横ナデ，胴部 普通 ！ i

B 20 ．9㈱ 唇部は平坦になる。胴部は頸部から大きく 外面は細いへラによるナデ整形，砂粒 ・長石 ・
⊥巨 師 器 脹らんでさがり胴部貴大径は中位に有する。内面はへラナデ整形が施 されて

いる。

石英 ・スコリア

にぷい黄橙色

2

恵
B　7．7㈱ 底部は平底で小さい。胴部は底部から大き 胴部外面および底部はへラ削 り 普通

笠E C　　 8 ．1 く開いた後，内攣ぎみに外上方へ立ち上が 後，へラナデ整形。内面はへラ 砂粒 ・長石 ・

土　師 器
る。 ナデ整形が施 されている。 石英 ・礫

にぷい橙色

3

db
B　2．9㈱ 底部は平底である。胴部は底部から外側へ 胴部外面および底部は多方向の 普通

雲互

土　師 器

C　　 8 ．4 開いて立ち上がる。 へラ削 り，内面はへラナデ整形

が施 されている。

砂粒・長石・石英

にぷい橙色

4

楽

土 ．師 器

B l3．0㈱ 底部は平底である。胴部は底部から内攣ぎ 胴部外面および底部は＿へ ラ削り，普通

C　　 7．4 みに外側へ開いて立ち上がる。 内面はへラナデ整形が施 されて

いる。

砂粒 ・長石 ・

石英 ・礫

にぷい黄褐色

5

婆

土　師 器

B　4．0㈱ 底部は平底である。胴部は底部からやや内 底部はへラ削り，胴部外面は雑 普通

C　　 7．4 攣ぎみに外側へ開いて立ち上がる。 なへラナデ，内面はへラナデ整

形が施されている

砂粒 ・長石 ・石英

にぷい黄橙色

6

喪
A 14．8㈲ ロ綾部は頸部から外反して立ち上がる。胴 ロ繚部内外面共に横ナデ，‘胴部 普通

B 14．4（職 部は頸部から直線的に外下方へ開いて，胴 外面は縦方向のへラ細 り，内面 砂粒・長石・石英

土　師 器
部最大径に至った後，内傾 してさがる。。 はへラナヂ整形が施されている。にぷい黄橙色

i

7

婆

土　師 器

B 17．5㈱ 底部は平底である。胴部は底部か ら内攣 ぎ i底部はへラナデ，胴部外面はへ 普通

C　　 7．5 みに外上方へ立ち上がる。 ラ削り後，へラナデ整形。内部

はへ ラナデ整形が施されている。

砂粒・長石・石英・

スコリア・礫

にぷい褐色

8

婆
A 15．1㈲ ロ緑部は頸部から長 く外反して立ち上がる。日録部内外面は横ナデ整形。胴 普通

B　7．1㈱ 胴部は頚部からやや脹らみをもって外下方 部内外面はへラナデ整形が施さ 砂粒 ・長石 ・石英

土　師 器
へさがる。 れている。 橙色

9

婆
A 19．4㈲ ロ綾部は頸部から内傾 して立ち上がった後，口綾部内外面共に横ナデ，胴部 普通

B　6．7㈱ 外反して開 く。胴部はやや脹らみをもって 外面は横位のへラ削り，内面は 砂粒 ・長石 ・

土　師 器
小さく外下方へさがる。 ′＼ラナヂ整形が施されている。 石英 ・礫

にぷい橙色
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第96図　第35号住居跡出土遺物実測図（1）
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出土遺物解説表（第96・97図）

15？M」

番号 器　　 種 法量（彿） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

10

袈

土　師器

B　8．0㈲ 底部は平底である。胴部は底部から内野ぎ 胴部外面から底部にかけて多方 普通

C　6．0㈲ みに外上方へ立ち上る。 向からのへラ削り．整形。内面は

へラナヂ整形が砲されている。

砂粒・長石・石英・

スコリア・礫

にふい貢桂色

11

袈

土　師器

BlO．1㈲ 底部は平底である。胴部は底部からやや脹 胴部内外面共にへラナデ整形が 普通

C　6．5（勧 らみをもって外上方へ立ち上がる。 施されている。 砂粒・長石・

石英・礫

にぷい橙色

12

甑
A 19．5（㈲ ロ綾部は頸部からゆるやかに外反して立ち ロ緑部内外面共に横ナデ，胴部 普通

B　17．6 上がる。胴部は頸部から中位で脹らみをも 内面はへラナデ整形。外面は上 砂粒∵良石・

土　師器
ち，内傾してさがる。 位がへラナデ，下位は鎚位のへ

ラ削り整形が施されている。

石英・礫
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出土遺物解説表（第96e97図）

番
可 器　 種

法 量 （cm ）！　 器　 形　 の　 特　 徴 i 整　 形　 技　 法 ！焼 成 ・胎 土 也 調 i 備　 考

97図

1

甑
A 2 1 ．7㈲ ロ綾 部 は 頸 部 か ら直 線 的 に 大 き く開 い て 立 目 線部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 17 ．1 ち上 が る。 胴 部 は 中 位 に 脹 ら み を も ち ， 内 外 面 は 雑 な へ ラ ナ デ 整 形 。 内 面 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師 器
C　 6 ．9㈲ 傾 し て さが る 。 はへ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て い る 。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い橙 色

2

杯
A　 12 ．9 底 部 は 平 底 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら ゆ る や 目線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。。 普 通

B　　 3 ．9 か に 外 上 方 へ 内 攣 ぎ み に 立 ち 上 が る。 日 録 内 面 全 体 へ ラ ナ デ 整 形 ， 外 面 は 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　　 4 ．2 部 は 胴 部 か ら連 続 し て 立 ち上 が る 。 多 方 向 か ら め へ ラ 削 り整 形 が 施

さ れ て い る 。

に ぷ い 橙 色

3

隼

土　 師 器

A　 12 ．9 底 部 は 丸 底 で皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 底 部 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 は 横 普 通

B　　 4 ．5 ら直 線 的 に や や 開 い て 立 ち 上 が る。 ナ デ 整 形 。 底 部 外 面 は 横 位 の へ

ラ 削 り整 形 が 施 さ れ て い る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色

4

士不

皐 師 器

A　 13 ．1 底 部 は丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 か 底 部 外 面 は 多方 向 か ら の へ ラ 削 普 通

B　　 4 ．1 ら 連 続 的 に や や 垂 直 に 短 く立 ち上 が る 。 r）整 形 。 口 綾 部 内 外 面 お よ び 内

面 全 体 へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て

い る。

細 砂 ・長 石 ・

石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色

5

土不

土　 師 器

A 1 4 ．0㈲ 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 底 部 か 器 内 外 面 共 にへ ラ磨 き 調 整 が 施 普 通

B　　 4 ．4 ら垂 直 に 立 ち 上 が る 。 さ れ て い る。 細 砂 ・長 石 ・

石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 橙 色

6

杯

土　 師 器

A 1 4 ．5（衡 底 部 は 丸 底 で 深 い 皿 状 を呈 す る。 休 部 は 底 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 底 普 通

B　 5 ．5㈱ 部 か らや や 長 く垂 直 に 立 ち上 が る 。 部 内 面 は へ ラ ナ デ ， 外 面 は へ ラ

削 り後 ， 上 位 に へ ラ ナ デ 整 形 を

施 して い る 。

砂 粒 ・長 石 e石 英

橙 色

i 7

稀
A 1 6 ．6（衡 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る。 休 部 は 底 部 か 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 へ ラ 普 通
B　 5 ．1㈲ ら連 続 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 磨 き 調 整 。 底 部 外 面 はへ ラ 削 り 細 砂 ・長 石 ・石 英 ・

土　 師 器
後 ， 雑 な へ ラ磨 き 調 整 が 施 さ れ

て い る 。

礫 ・ス コ リ ア

に ぷ い 橙 色

8

杯

土　 師 器

A 1 4 ．0㈲ 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る　 休 部 は 底 部 か 器 全 体 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　 4 ．2㈱ ら 直 線 的 に 外 側 へ 開 い て 立 ち 上 が る 。 れ て い る。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色

9

隼
A　 14 ．5 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 器 全 体 に は へ ラ 磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　　 4 ．4 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を有 し， 内 攣 し て 立 ち れ て い る 。 細 砂 ・長 石 ・

土　 師 器
C　 13 ．7 上 が る 。 石 英 ・ス コ リア

灰 褐 色

10

ナ不
A　 13 ．2 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を呈 す る。 休 部 は 底 休 部 内 外 面 か ら 内部 全 体 は へ ラ 普 通

B　　 4 ．8 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， 直 線 的 に 内 傾 磨 き調 整 が 施 され て い る 。 底 部 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 14 ．0 し て 立 ち上 が る 。 外 面 は磨 滅 の た め 不 明 。 に ぷ い 黄 橙 色

11

ナ不
A　 13 ．5 底 部 は 丸 底 で や や 浅 い 皿 状 を呈 す る 。 休 部 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 は へ 普 通

B　　 4 ．1 は 底 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し ， 直 線 的 に ラ磨 き調 整 。 底 部 外 面 は へ ラ 削 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 15 ．3 内 傾 し て 立 ち 上 が る 。 り後 ， へ ラ ナ デ 整 形 が 施 きれ て

い る 。

黒 色

12

塊
A 1 5 ．4㈲ 底 部 は 丸 底 状 を 呈 し， 胴 部 は 底 部 か ら器 厚 P 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 6 ．1㈱ を急 に 薄 く し て 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 日 録 内 面 は へ ラ ナ デ ， 外 面 は雑 な へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
部 は 外 反 して 立 ち 上 が りな が ら開 く。 ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 黄 橙 色

13

1 4

1 5

ま不
A 1 2 ．9 （御 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 里 す 。休 部 は 底 部 休 部 内 外 面 お よ び 内 面 全 体 へ ラ 普 通

B　　 4 ．2 ′と の 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， 外 反 ぎみ に 内 傾 磨 き 調 整 。 底 部 外 面 は へ ラ削 り 砂 粒 ・長 石 ・石 英
…■

土　 師 器
C　 14 ．3

A 16 ．8（衛

し て 立 ち 上 が る 。

底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る と思 わ れ る 。 体

後 ， 雑 なへ ラ磨 き 調 整 が 施 さ れ に ぷ い褐 色

普 通

て い る 。

隼
休 部 内 外 面 及 び 内 面 全 体 へ ラ

B　 5 ．3㈱ 部 は底 部 か ら器 厚 を薄 く し て 垂 直 に 立 つ 。 磨 き調 整 。 底 部 外 面 は へ ラ 削 り 砂 粒 ・長 石 ・石 英
…■

土　 師 器

杯

C　 15 ．7

A 1 3 ．0（衡

口 唇 部 は や や 尖 る

底 部 は 丸 底 で 浅 い皿 状 を呈 す る と思 わ れ る 。

後 ， 雑 な へ ラ 磨 き調 整 が 施 され 橙 色

普 通

て い る 。

休 部 外 面 か ら 内部 全 体 は へ ラ磨

B　 3 ．4㈱ 体 部 は 底 部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を有 し， 直 線 き調 整 。 底 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， ，細 砂 ・長 石 ・石 英
・■

土　 師 器
的 に 内 偵 し て 立 ち上 が る。 雑 なへ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い に ぷ い褐 色

る 。
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出土遺物解説表（第96◎97図）

番号 器　　 桂 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

16

杯
A 1 7 ．8（㈲ 底 部 は 丸 底 で や や 深 い 皿 状 を呈 す る もの と 器 全 体 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　 4 ．7（現 思 わ れ る 。 休 部 は 底 部 か ら 器 厚 を 薄 く し て れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
垂 直 に 立 つ 。 口 唇 部 は 尖 る 。 橙 色

17

高　　 杯

土　 師 器

B　 5 ．9㈱ 脚 部 は 受 部 の 接 合 部 か ら柱 状 に さ が っ た 後 ， 手 捏 ね 土 器 。 脚 部 上 位 外 面 に 指 普 通

C　　 3 ．9 直 線 的 に 開 い て さが る 。 頭 痕 有 り。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色

18

支　　 脚

土　 製　 品

円 筒 状 に 作 ら れ た 支 脚 で あ る。 へ ラ削 り後 ， 丁 寧 な ナ デ 整 形 が

施 さ れ て い る 。

普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 褐 色

19

支　　 脚

土　 製　 品

円 筒 状 に 作 ら れ た 支 脚 で あ る 。 へ ラ削 り後 ， 指 ナ デ 整 形 が 施 さ

れ て い る 。

普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 褐 色

20

球 状 土 錘
直 径 2 ．2 c m の球 状 に 作 ら れ ，中 央 部 に は 直 径 へ ラ削 り後 ， 指 ナ デ 整 形 が 施 さ 普 通

5‘mmの 孔 が あ け られ て い る 。 重 さ は 20 g で れ て い る 。 砂 粒

土　 製 品
あ る 。 黒 褐 色

21

釘

鉄　 製 品

頭 は 7 mm ， 先 は 4 mm の 角 柱 に 作 ら れ た 釘 で

あ る 。
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（2）土壌

本遺跡から確認された土壌は8基にのぼり，遺跡全体から分散して確認され，すべての土壌が

住居跡と重複している点から，時期は弥生時代後期から古墳時代後期にかけての土壌である。形

状は円形を呈する土壌が7軋楕円形を呈する土壌が1基である。遺物は非常に少ない。

第1号土壌（第98図）

本土境はC2b4から確認され，第7号住居跡の北東コーナーで重複している。新旧関係は，住

居跡を掘り込んだ後に確認したため不明である。規模は直径上25mで円形を里し，壁高は44cmで，

第7号住居跡の床よりも12cmほど深い。壁面はゆるやかに外側へ広がりながら立ち上がっており，

底面は平坦である0覆土は全体にローム粒子e焼土粒子を含み，色調は黒褐色e暗褐色を示す。

自然堆積の状態を示している。出土遺物はない。

第2号土壌（第98図）

本土壌はB2dl。B2d2を中心に確認され9藤生時代の住居跡（第26号）を切って作られ，北

側で第27号住居跡と接している。規模は長径2．2m e短径2．0mで円形状を呈し，長軸方向はN－

750－Wである○壁高は54cmで，第26号住居跡の床を約20cmほど掘り込んでいる。底面の周囲には

幅5～10cm。深さ5cmほどの小さな溝が周回する。壁面は底面から3～5cmほどオーバーハング

して内側へ傾きながら立ち上がっている。底面は平坦である。覆土はローム粒子を多量含み柔ら

かく，色調は黒褐色e暗褐色を示し，おおむね自然流入の状態で堆積している。遺物は東側壁上

層から棒形土器（第100図－1）がほぼ完形で出土している。

第3号土墳（第98図）

本土境はB2boから確認され9第29号住居跡と北東壁で重複し，本土境の方が新しい。規模は

直径1・8mで円形を呈し，壁高は70cmほどで，第29号住居跡とほぼ同レベルである。壁面は直線的

にやや外側へ広がりながら立ち上がっており，底面は平坦である。覆土はローム粒子eロームブ

ロックを含み柔らかい。出土遺物はない。

第4号土壌（第98図）

本土境は遺跡の東軋　A3i4から確認され，第32号住居跡の北西側の床を切って作られている。

規模は長径1・7m。短径1・45mの楕円形を呈し9長軸方向はN－140－Eである。壁高は125cmで，

他の土壌と比較して非常に深い。壁面は垂直に立ち上がっており，底面は平坦である。覆土はロー
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ム粒子e焼土粒子を含み，色調は暗褐色e黒褐色◎黒色を呈し，自然堆積の状態を示している＿。

遺物は，覆土中から壷形土器（100図－2）などの土師器の破片が少量出土している。

第5号土壌（第99図）

本土壌は遺跡のやや東軋　B3e2を中心に確認され，第25号住居跡内北側床面下から検出する。

規模は長径1・65m。短径1・4mの楕円形を呈し，長軸方向はN－80－Wである。壁高は58cmで，第

25号住居跡の床を35cmほど掘り込んでいる。壁面は底面から直線的に内側へ傾いて立ち上がって

おり，底面は平坦である。覆土はレンズ状の自然堆積を示し，全体にローム粒子。ロームブロッ

クを含み，色調は上層が暗褐色，中層から下層が黒褐色を示している。

遺物は，覆土中から鱗形土器（第100図－3），棒形土器（第100図－4）など土師器の破片が少

量出土している。

第6号土壌（第99図）

本土壌は遺跡の中央部9　B2g7◎B2g8を中心に確認され，第17号住居跡の竃下に位置してい

る。規模は長径1・55m。短径上3mの楕円形を呈し，長軸方向はN－380－Wである。壁高は62cm

ほどで，壁面は垂直に立ち上がっているが，南西側に3～5cmほどオーバーハングする壁がみら

れる。底面は平坦であり，また覆土の色調は暗褐色。黒褐色を呈し，全体にローム粒子eローム

ブロックを含み柔らかく，自然堆積の状態を示している。出土遺物はない。

第7号土墳（第99図）

本土境は遺跡の西軋　Cla7e Cla8を中心に確認され，第5号住居跡の中央よりやや西側の

床面下から検出する。規模は直径1・45mの不整円形を呈し，壁高は第5号住居跡の床面から30cm

である。壁面はゆるやかに外側へ広がりながら立ち上がっており，床面はやや浅い皿状を豊す。

覆土にはローム粒子eロームブロックが含まれ，色調は全体に黒褐色でやや硬い。自然堆積の状

態を示している。出土遺物はない。

第8号土壌（第99図）

本土壌は遺跡の西鼠　Cle8e Clf8を中心に確認され，第1号住居跡の竃北側に接している。

規模は長径1・5m。短径1・45mの円形を呈し，長軸方向はN－120－Wである。壁高は75cmほどで，

壁面は底面から約4cmオーバーハングしながら立ち上がった後，中位から垂直に立ち上がってい

る。底面はほぼ平坦であり，覆土にはローム粒子eロームブロックが含まれ柔らかく，色調は黒

褐色e暗褐色を呈し，自然堆積の状態を示している。出土遺物はない。
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出土遺物解説表（第1（別離
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番号 券　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

S K
‡不

A　 13 ．4 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 の
休 部 内 外 面 お よ び 底 部 内 面 はへ 普 通

＿1＿

内 外 面 朱 塗

l B　　 5 ．6 境 に 稜 を有 し， 外 反 し て 長 く立 ち上 が る。 ラ磨 き， 底 部 外 面 は 雑 な へ ラ磨 砂 粒 ・長 石 ・

石 英 ・ス コ リア

り

2

1

S K

土　 師 器
C　 12 ．3 き調 整 が 施 され て い る 。 赤 褐 色 外）

に ぷ い黄 橙 色 画）

㌢圭ざ
A 12 ．8（㈲ ロ綾 部 は 頸 部 か ら 外 反 ぎ み に 立 ち 上 が る 。 ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

l

4

2

S K

望

土　 師 器

B　 6 ．3㈱ 胴 部 は 頸 部 か ら 大 き く張 り 出 して さ が る。 胴 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が

施 さ れ て い る。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

黄 橙 色

甑

土　 師 器

B　 8 ．1㈱ 胴 部 は 底 部 か らや や 脹 らみ を も っ て 外 上 方 胴 部 外 面 は 縦 方 向 の へ ラ 削 り，
普 通

l

5

3

C l O ．7㈲ へ 立 ち 上 が る。 底 唇 部 は 丸 味 を もつ 。 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 。 また 胴 部

外 面 下 位 は 横 ナ ヂ 整 形 が 施 さ れ

て い る。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色
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1、二こ

第100図　第2・4・5号土壌，表採出土遺物実測図

出土遣物解説表（第100図）

5

　

　

　

　

　

〓C

≠

　

　

　

　

0

番号 器　　 桂 法 皇（cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎 土 ・色調 備　　 考

S K
土不

土　 師 器

A 12 ，7（御 ロ綾部 の破 片 であ る。 ロ緑 部は頸 部か ら直 外面 は横ナ デ，内 面はへ ラ磨 き 普通

1

5

4

B　 3 ．6㈲ 線的 に外上 方へ 立ち上 が る。 調整が施 され て いる。 砂 粒 ・長石 ・石英

橙 色

表採
高　　 年

土 師 器

B ll ．1㈱ 高 年の 脚部 であ る。脚部 は受 部か らやや 開 器 外面はへ ラ磨 き調整 。内面 は 普 通

5
C　 ll ．5 き ざみ に さが った後 ，裾 部 で大 き く開 く。 パ ケナデ整 形。裾 部は 内外面 共

に横 ナデ整 形が施 され てい る。

砂 粒 ・長石 ・石英

鐙 色
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第2節　ま　　と　　め

石神外宿B遺跡の発掘調査を実施した結乳確認された遺構は，弥生時代の住居跡2軒，古墳

時代の住居跡36軋　土壌8基である。これらの遺構の分布は9　台地北側に入り込む久慈川からの

細長い支谷を因む標高21．5mの台地縁辺部に構築されている。当時の人々は9　遺跡の位置する台

地と9　北側の沖積地をひとつの生活基盤としていたようにみられる。弥生時代の住居跡は，遺跡

の東軋　すなわちタ　台地張り出し部にまとまりがみられる。また9　古墳時代の住居跡は9　遺跡全

体に分布し，とくに弥生時代の住居跡が確認された台地張り出し部に密集している。各時代の遺

構魯遺物について次のようにまとめることができる。

すでに述べたように9　弥生時代の2軒の住居跡は9　古墳時代の住居跡と重複し9　そのうえ9　本

遺跡全体が畑であり9　農耕による撹乱がはげしかったために普　遺構平面を完全な形で確認するこ

とは不可能であった。壁の一部が残されていた第26号住居跡は9　隅丸方形を呈していたものと思

われる。2軒の住居跡の内容を詳細に検討してみるとラ　古墳時代の住居跡よりも浅く構築され，

炉跡は住居跡の中央部やや北側に9　床を約5cm掘り凹め楕円形状に作られている。床は硬く踏み

固められているが9　柱穴の存在を確認することはできなかった。しかし学　床啓炉の状態などから

屠住期間は長期間であったろうと推察することができる。

集落構成については，前述したとおり確認した住居跡が2軒だけのため不可能であったが，調

査区域の幅が狭かったことなどを考慮したとき9　南側調査区域外へ住居跡が延びていることは十

分考えられ督　今後の調査によって明らかになると思われる。

また9　出土遺物は弥生土器少量および土製品の紡錘車1個である。なお9　第31D号住居跡から

出土した長頸壷形土器（第6図－1）は埋設された土器と考えられる。土器は胴下半を欠損し，

ロ綾部を床にほぼ水平に埋設している。縄文時代中期から後期にかけてよくみられる埋婆と類似

しているけれども9埋設位置に違いがみられ9すなわち9　縄文時代の場合は壁近くに9　第31D号住

居跡の場合は炉近くに埋設されている。位置が違うということは埋設土器のもつ性格の違いと考

えられる。第31D号住居跡の場合は炉近くに埋設しているため9　貯蔵を目的とする土器と考えた

いが9　底部欠損している土器のため疑問を感じる。

土器の文様について分類すると，大きく2類に分類することができる。Ⅱ類は櫛描文系の土乳

鉦類は縄文を主体にした土器である。亙類に属する土器は出土土器の90％以上を占め9　土器の文

様構成は，日録部と頸部との境を3～4本の隆起帯によって区画し，胴部は附加条一e二種によ

る羽状縄文，または縄文が施されている。また9　日唇部には縄文原体による押圧がなされている。

ロ綾部の文様は無文のもの（第6図－1〇第3図－4），櫛描波状文のもの（第6図－2〇第3

図－2。5。6）があり，頸部はすべて4本櫛による縦位の櫛描文によって，土器円周を5区割
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第101図　石神外栢B遺跡遺構配置図
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堅穴住居跡主軸方向

第102回　遺構主軸および長軸方向図

E W

土壌長軸方向

し，区割された間に櫛描波状文を施している。また，II類の文様構成は，器全体に附加条二種の

羽状縄文（第3図－1）と，口綾部と頸部との境を2本の隆起帯によって区画し，口綾部を無文，

頸部には附加条一種の縄文を施している。

弥生時代に位置づけられた2軒の住居跡は，壷形土器の頸部などに十王台式土器の特徴が示さ

れていることから，弥生時代後半に位置づけられるものである。

古墳時代に位置づけられる住居跡は，遺跡全体の台地縁辺部から集中して確認された。地形の

上から推測するならば，南側の調査区域外へ住居跡が延びていると充分考えられ，本遺跡周辺に

は，古墳時代の大集落が形成されていたものと思われる。

住居跡の平面分布状態を見ると，遺跡の両端部と，中央部の3グループに分けることができる。

しかし，あくまでも平面分布だけであるため，遺物と住居跡の新旧関係から集落構成を分類する

ことにする。遺物の器種の中で，もっとも多く出土し，しかも轟形に特色をもつ棒形土器を下記

のような観点から分類した。

ヰ群……一器高が低く，底部と体部との境に明瞭な稜を有し，休部は短く内傾する。

B群……底部と休部の境に稜を有し，休部は垂直またはやや長く外反して立ち上がっている。

C群……底部は丸底で，底部から連続的に外側へ開きぎみに立ち上がっている。いわゆる，塊

状を呈する。

以上のように分類し，床面上の遺物からみると，A群のみ出土する住居跡は，第2e13。15e

34号住居軌　B群のみを出土する住居跡は第4e7。8elle16も21号住居軌　C群のみを出土

する住居跡は第9e24e28号住居跡である。また，A。B群を共伴して出土する住居跡は，第17。

22。35号住居軌　B e C群を共伴して出土する住居跡は，第23号住居跡のみである。A。C群を

共伴する住居跡はない。さらに，第7。9号住居跡の新旧関係は，土層の切り会いからみて，第

7号住居跡が古い住居跡である。すなわちB群の土器はC群より古い。また，第22e23号住居跡
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の重複関係から，B e C群よりA群の土器が新しいことが明らかになった。以上のことから9棒形

土器の編年は，B→C→Aの順である。この編年に基づいて住居跡を古い順に分類することにする。

工期に属する住居跡は，第19e32。33号住居跡の3軒である。住居跡は中央部と東側の2グル

ープに分けられ，その間の距離は約38mである。規模は最大の住居跡で，6・42×5・9mであり，や

や大型の住居跡である。第33号住居跡は調査区城外へ延びているため不明であるが，他の2軒の

平面形は長方形を呈する。なお，竃の存在が不明確であるなど，他期の住居跡と異なりを有する。

また，第32号住居跡の南壁下中央部には，「（」形の土手状のものが作られ，内部に貯蔵穴を有

する。その他の2軒にはみられない。

IⅡ期に属する住居跡は，第18e27号住居跡の2軒である。2軒とも遺跡のほぼ中央部に位置し，

住居跡間の距離は，約15mである。同一グループに属するものと考えられる。規模は一辺の長さ

が4．2～4．6mで，やや小型住居跡群である。また，いずれの住居跡も南西のコーナー部に貯蔵穴

を有している。

Ⅲ期に属する住居跡は，第4e7◎8弓1弓6◎2巨25号住居跡の7軒であるけれども，他に

第1号住居跡が考えられる。これは第2号住居跡（Ⅳ期）よりも古く，覆土中の遺物からみると，

Ⅲ期の範ちゅうに入るものと考えられる。

m期の住居跡の数はI eII期よりも増加し，2～3軒を単位に構成された住居跡群が大きく3

グループに分かれている。規模はヶ　第8号住居跡が最も大型で，7．25×7。1mであり，小型のもの

は，一辺が3．1mの第25号住居跡である。グループから考えたとき，3軒で構成された住居跡群に

っいては，2軒の小型の住居跡の中に，大型の住居跡を1軒含んで構成されていることを把握す

ることができる。

また，住居跡に付設されている竃は，ほとんど谷へ向かった北壁中央部に付設されているけれ

ども，第21号住居跡だけが北東壁に付設され，さらに，構築に凝灰岩を使用して作られた異質の

竃のため，何らかの意味をもつものと思われる。「ハ」形を呈する土手を築いているものは9　第

568el1号住居跡の3軒で，いずれも，内側に大きな貯蔵穴を有している。

Ⅳ期に属する住居跡は9　第9。23。24e28号住居跡の4軒であるけれども，第3e5e12号住

居跡は，住居跡の重複関係および覆土中の遺物から，Ⅳ期の範ちゅうに入るものと考えられる。

平面的な分布状態をみると，遺跡の東側に2グループ，中央部に1グループの3グループが存在

する。単位住居跡構成は，南北に並び，それぞれ大型の住居跡を含んだ2－3軒によって構成さ

れた住居跡群と考えられる。しかしながら，中央部に位置する第23。28号住居跡は，余りにも接

近しているため，同時期としてとらえるのはやや疑問が残る。なお，この期における最大の住居

跡は，第12号住居跡である。この住居跡の主柱穴は他の住居跡と違い，掘方の平面形は非常に大

きく，深く掘られている。このように各グループの中に大型の住居跡が存在するこ・とは，当時す
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でに9指導的地鑑　あるいは，貧富の差によって住居跡の規模に変化が生じていたと考えられる。

住居跡内部の施設についてみると，貯蔵穴を有する住居跡は第9e23e28号住居跡の3軒であ

る。しかし，いずれも位置が異なり，第23号住居跡はh」形の土手内に作られ，第9。28号住

居跡は竃の東および西側に有している。また，竃に凝灰岩を使用して構築している住居跡は，第

365。9。28号住居跡の4軒である。

Ⅴ期に属する住居跡は，第2弓3。15弓7。22e34。35号住居跡の7軒である。しかし，床面

上からの決定資料がない住居眺すなわち，第6弓0。14。29・30号住居跡についても，覆土中

の遺物により検討し，少なくともⅣ期以前にはさかのぼらないものと判断し，Ⅴ期の範ちゅうの

住居跡群としてとらえた。平面分布をみると，ほぼ遺跡全体に広がり，2～4軒で構成された住

居跡群が，4グループ考えられる。1グループの住居跡構成は，やや大型の住居跡を2軋小型

のものが1～2軒で構成されていたものと考えられる。また，遺跡の西側のグループに属する第

34号住居跡は9一辺が7・6mの方形を呈し9本遺跡の住居跡の中では最大級の規模を有している。

住居跡内部の施設をみると，凱7号住居跡の竃は，他の住居跡と異なった方軋すなわち言ヒ

東壁に付設され，しかも9須恵器の提瓶がほぼ完形の状態で床面上から出土している点など，他

の住居跡との違いがみられ，本遺跡の中ではとくに注目しなければならない点と考えられる。ま

た9「（」形の土手を南壁下にめぐらしている住居跡は第10e34。35号住居跡の3軒で，そのうち

第34e35号住居跡はその内側に貯蔵穴を有している。

貯蔵穴の作られた位置はサ　前述した2軒の他に，竃右側に作られている住居跡が，第2。10e

15。22829号住居跡の5軋竃左側に作られているものは第17号住居跡の1軒である。なお，竃

右側に作られている例が‡～Ⅵ期の住居跡群の中でⅤ期に最も多いことはこの時代の特徴ともい

える。

Ⅵ期に属する住居跡は9　第20号住居跡の1軒のみである。この住居跡は，西側でⅤ期に位置づ

けられる第17号住居跡を切って構築された住居跡であり，本遺跡の中では最も新しい住居跡であ

る。内部施設をみると，南側壁下に「（」形の土手をめぐらし，その内側にピットを有する。また9

貯蔵穴は竃右側に作られている。

以上，古墳時代に位置づけちれる住居跡群を，土器によって6期に分類してみたが，住居跡内

部施設などには各時期の一定の傾向はみられなかった。住居跡構成および，住居跡内部施設の変

遷を考えてみると，I期において竃の存在は不明瞭であるが，それ以後になるとすべての住居跡

に付設されている。また，南側壁下に「十㌔」形の土手をめぐらしている住居跡は全期にわたって

みられ，本遺跡に限っていえば，I期から始まり，m～Ⅴ期に多く用いられたものと考えられ，

さらに，その内側に貯蔵穴を作るようになった時期はⅣ期で発生し，その後もこの傾向が続く。

竃構築に使用した物をみると，。描期までは粘土で作っていたものが，m期になると，凝灰岩
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を袖部前部に使用する竃が発生し，Ⅳe V期にかけて多くみられるようになる。また，住居跡構

成について考えてみると，Ⅳ～W期の場合，1グループは3～4軒で構成され，その中には必ず

大型の住居跡を含んでいることが判明し，一般的傾向を示していると考えられる。また，火災に

遭遇している住居跡は，m期に所属する住居跡に多く，さらに，竃焼成部から使用している状態

のまま土器が多く出土している時期は，Ⅲ¢Ⅳ期に多くみられる。しかし，Ⅴ期の住居跡からは

前述のようなことは確認されていない。この差を生じた理由については，当時の社会状勢の反映

と見ることもできるが，断定することはできない。

遺物は土師器を中心に，須恵器e石製品。土製品。鉄製品などが出土している。土器の完形品

は，竃周辺および竃焼成部から多く出土し，しかも焼成部からの土器の出土状態は，使用された

ままの状態が多かった。

各住居跡内から出土した土師器と須恵器を実測したものにだけについて分類（第103も104図）

してみると，土師器が97％。須恵器が3％の出土率である。さらに土師器について器種別に分類

すると9棒形土器43％e婆形土器24％。壷形土器12％e甑形土器5％。塊形土器3％。高球形土

器3％eミニチュア土器3％であり，その他鉢形土器。盤形土器が少量みられる。

以上のように器種別に分類してみると，球形土器が他の器種に比較して多く出土しているとい

うことは，球形土器の使用目的が多種多様であったと考えられる。また，遺物の道春状態のよい

住居跡は第15号住居跡である。この住居跡からは婆形土器4個e甑形土器1個e球形土器6個が

それぞれ完形品で出土し，しかも蛮形土器は竃の焼成部および東側から倒立で，棒形土器は貯蔵

穴の近くから重ねられた状態で出土している。すなわち，生活していた状態のままと考えられ，

これらの土器の数は，一住居に住んだ人々が保有していた数であるとも推測できる。

土師器の器種の中でとくに注目されるのは，ミニチュア土器である。これらの土器が出土した

住居跡は祭祀に関係するものと考えられ9石製模造品と関連づけて，後で述べたい。

また，本遺跡で出土した須恵器は，蓋形土器e長頸壷形土器e球形土器。無形土器e提瓶など

の破片を含めて，計10個体である。これらの土器のうち住居跡に伴うものは，第4号住居跡の球

形土器（第16図－12），第17号住居跡からの提瓶（第57図－8）の2個である。

石製品は滑石で作られた臼玉e射し円板e剣形品e三輪玉形の石製模造品のほか，紡錘車e砥

石などが出土している。なお，滑石で作られた石製模造品が出土した住居跡は，第1。3。7～

10e31号住居跡の7軒である0とくに第1e3号住居跡からは，床面上から臼玉を，また，第7e

9◎10号住居跡からは双孔円板が5～8個それぞれ出土している。なお，これらの住居跡は，祭

祀的性格の濃い住居跡と考えられる。

また，石製模造品とミニチュア土器が出土した住居跡について調べてみると，石製模造品が出

土している住居跡は，住居跡分類のm期に属するものが第1。7e8号住居跡の3軒，Ⅳ期が第

－9く1－
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土師器塊形土器完形および破片の出土率

土師器髄形土器完形および破片の出土率

土師器鉢形土器完形および破片の出土率

土師器ミニチュア土器完形および破片の出土率

第瑠錮図　出土土器統計表

3◎9号住居跡の2軋　Ⅴ期が酎0号住居跡の1軒である。なお，第31号住居跡は擾乱がはげし

かったため，住居跡分類は不可能であった。また，ミニチュア土器が出土した住居跡は，m期に

属する第4e8号住居跡の2軒，Ⅳ期が第3。9e28号住居跡の3軒9　V期が第2e29◎35号住

居跡の3軒である。すなわち，石製模造品は，Ⅲ期からⅤ期にかけて徐々に減少する傾向がみら

れ，Ⅴ期はほぼ消滅期と考えられる。これに対し，ミニチュア土器は9　Ⅳ期からⅤ期にかけて9

増加の傾向がみられ，お互い反比例の関係を有していることが判明した。なお，石製品からミニ

チュア土器への転換期はⅣ期であろうと考えられる。

土製品（球状土錘）は，第2。35号住居跡の覆土上層から1個ずつ，第28号住居跡の西側床面

上から集中して7個出土している。これらの球状土錘は，漁才労用網などの錘として利用されたも

ので，久慈川水系での当時の漁務活動の一端をうかがうことができる。

以上古墳時代に位置づけられた36軒の住居跡は，‡期からⅥ期に分類され，古墳時代後半，

すなわち，鬼高期前期から後期にかけて作られた集落である。

また，古墳時代のその他の遺構としては，土壌8基が遺跡全体に分散して確認されている。こ

れらの土壌の規模は直径1．4～2．2mの円形状のものが7軋長径1・7me短径1・45mの楕円形のも

のが1基である。底面は全部平坦であるが，壁面は多様な形態がみられ，外傾する・もの3基9　内

－254－



0　　　　2　　　4 6　　　8　　10　　12　　14　　16　　18　A

2　　　4　　　　6　　　8　　　10　　12　　14　　16　　18

C

6

4

2

0　　　　2 4　　　6　　　8　　10　　12　　14

4　　　6C

16　A

第相国　球形土器A。B群法量比分布図　A一口　径　B一器　高　C一体　高

傾するもの1基，垂直に立ち上がるもの2基，底面近くでオーバーハングするもの2基である。

また，覆土は全体にローム粒子eロームブロックを含み柔らかく，色調は黒褐色e暗褐色を呈し，

自然堆積の状態である。遣物の出土量は非常に少なく，第2号土壌の覆土上層から球形土器がほ

ぼ完形の状態で出土している以外はみな破片である。

また，土壌の構築時期については，住居跡との重複関係から次のようにいえる。第2号土壌は

弥生時代の住居跡より新しく，しかも棒形土器（分類B群）を前述したような状態で出土してい

ることから，古墳時代の住居跡の‡‡期あたりに相当するものと考えられる。第5～7号土壌は古

墳時代の住居跡の第5。17e25号住居跡よりも古い。すなわち，第5。7号土壌は住居跡のm期

よりも古く，第6号土壌は住居跡のⅤ期よりも古いものである。第3。4号土壌は古墳時代の住

居跡の第29。32号住居跡よりも新しい。すなわち，第4号土壌は住居跡のI期よりは新しく，第

3号土壌は住居跡のⅤ期よりも新しい土壌である。

前述のようなことから，本遺跡から確認された土壌は，全てのものが同時期に作られたもので

はなく，古墳時代の住居が構築された時期全般にわたって作られた土壌であることがわかる。ま

－255－



た，用途についての決定的資料は得られず，一般的に考えられている貯蔵穴ではないかと考えら

れる。

以上9　本遺跡から確認された遺構について，若干の分析を加えてまとめた結果，本遺跡の集落

構成時期は，時間的な隔たりはあるものの大きく‡工期に分類することができる。すなわち，I期

は弥生時代後半に位置づけられる小さな単一集落である。紆期は古墳時代後半の鬼高期に位置づ

けられる土壌を含む集落である。Ⅲ期に属する住居跡をさらに細分すると，前述したようにⅥ期

に分けられるが，時間的な差は余り感じられず，連続的に人々の生活が営まれたと考えられ，当

地方が最も栄えた時期と言える。
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主体部覆土断面
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主体部内出土遺物
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主体部内出土遺物
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主体部内出土遺物
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主体部内出土遺物
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主体部内出土遺物
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主体部内出土遺物
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墳丘下出土遺物
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墳丘下出土遺物
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発掘前の遺跡
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第1号住居跡

第2・10号住居跡

第3号住居跡
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第4号住居跡

第5号住居跡

第6・7号住居跡



第6号住居跡帯金具出土状況

第8号住居跡帯金具出土状況

第8号住居跡
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第9号住居跡

第11号住居跡

第12号住居跡



第13号住居跡

第13号住居跡土器出土状況

第14号住居跡
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第15号住居跡

第15号住居跡鉄器出土状況

第16号住居跡
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第16号住居跡遣物出土状況

第16号住居跡土器出土状況

第1・2号土壌
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出　土　土　器
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出　土　土　器
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出　土　土　器
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出　土　土　器
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第1号住居跡

－310－

第3号住居跡



第3号住居跡土器出土状況

第4号住居跡

第4号住居跡土器出土状況
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第5号住居跡

第6号住居跡

第6号住居跡土器出土状況



第7号住居一跡

第8号住居跡

第8号住居跡柱遺存状況
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第9号住居跡

第10号住居跡

第11号住居跡



第11号住居跡土器出土状況

第12号住居跡

第13号住居跡
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第13号住居跡土器出土状況

第13号住居跡土器出土状況

第14号住居跡



第15号住居跡

第15号住居跡土器出土状況

第17号住居跡
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第17号住居跡土器出土状況

第16・19号住居跡

第18号住居跡
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第21号住居跡

第22・23号住居跡

第24・29号住居跡
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第25号住居跡

第26・27号住居跡

第26号住居跡土器出土状況



第27号住居跡

第28号住居跡

第28号住居跡土器出土状況
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第28号住居跡遺物出土状況

第30号住居跡

第31号住居跡



第31D号住居跡土器出土状況

第31D号住居跡土製品出土状況

第32号住居跡
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第33号住居跡

第34号住居跡

第35号住居跡遺物出土状況
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発掘調査風景

発掘調査風景
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発掘調査風景
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出　土　土　器
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